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に
変
更
さ
れ
、
薬
剤
師
や
看

護
師
、
看
護
補
助
者
等
に
加

え
、
40
歳
未
満
の
医
師
や
歯

科
医
師
、
薬
局
薬
剤
師
、
事

務
職
員
等
ま
で
対
象
が
拡
大

さ
れ
る
と
し
た
。

（
２
）
（
３
）
（
４
）
に
関

し
て
は
、
外
来
・
在
宅
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
（
Ｉ
）
を

事
例
に
解
説
。
令
和
８
年
度

か
ら
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

を
届
け
出
て
賃
上
げ
を
行
う

医
療
機
関
の
場
合
、
令
和
８

年
度
は
初
診
17
点
、
再
診
４

点
が
算
定
で
き
、
令
和
９
年

度
は
そ
の
倍
の
初
診
34
点
、

再
診
８
点
を
算
定
で
き
る
と

し
、
「
初
診
は
令
和
６
年
度

改
定
時
の
点
数
（
６
点
）
と

比
べ
て
、
令
和
９
年
度
は
約

６
倍
の
増
点
と
な
る
」
な
ど

と
説
明
し
た
。

ま
た
、
令
和
７
年
度
以
前

か
ら
継
続
し
て
賃
上
げ
を
行

っ
て
い
る
医
療
機
関
の
場
合

に
は
、
令
和
６
年
度
改
定
の

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
相
当

分
が
更
に
上
乗
せ
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
令
和
８
年
度
は
初

診
23
点
、
再
診
６
点
が
算
定

で
き
、
令
和
９
年
度
は
初
診

40
点
、
再
診
10
点
を
算
定
で

き
る
と
し
、
「
初
診
は
令
和

６
年
度
改
定
時
の
点
数
（
６

点
）
と
比
べ
て
、
令
和
９
年

度
は
約
７
倍
の
大
幅
な
増
点

と
な
る
」な
ど
と
強
調
し
た
。

継
続
的
に
賃
上
げ
を
実
施

す
る
保
険
医
療
機
関
と
し
て

は
、
令
和
８
年
３
月
ま
で
に

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
算

定
し
て
い
る
保
険
医
療
機
関

の
他
、
こ
れ
ま
で
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
を
算
定
し
て
お

ら
ず
、
令
和
８
年
度
に
初
め

て
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の

届
出
を
行
う
保
険
医
療
機
関

で
あ
っ
て
も
、
令
和
６
年
３

月
時
点
と
比
較
し
て
、
５
・

５
％
（
看
護
補
助
者
、
事
務

職
員
は
８
％
）
に
相
当
す
る

水
準
以
上
の
賃
上
げ
等
を
行

っ
た
保
険
医
療
機
関
が
挙
げ

ら
れ
る
と
し
た
。

賃
金
改
善
計
画
書
の
作
成

は
不
要
に

届
出
に
つ
い
て
は
、
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
６
月
か

ら
算
定
す
る
場
合
、
５
月
中

に
全
て
の
医
療
機
関
が
届
出

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
し
、
「
令
和
６
年
度
改
定

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を

届
け
出
て
い
る
医
療
機
関
も

５
月
中
に
改
め
て
届
出
を
行

う
必
要
が
あ
る
」
と
注
意
を

促
し
た
。
こ
の
他
、
こ
れ
ま

で
届
出
時
に
必
要
だ
っ
た
賃

金
改
善
計
画
書
の
作
成
は
不

要
と
な
る
こ
と
に
も
触
れ
た
。

さ
ら
に
、
届
出
を
行
う
際

の
負
担
は
「
ほ
と
ん
ど
無
く

な
っ
た
」
と
強
調
。
届
出
の

際
に
計
算
が
必
要
と
な
る
の

は
対
象
職
員
の
人
数
の
み
だ

と
し
た
上
で
、
「
常
勤
の
職

員
だ
け
の
場
合
は
そ
の
人
数

を
記
入
す
る
だ
け
で
良
い

が
、
パ
ー
ト
の
職
員
が
い
る

場
合
、
そ
の
人
数
を
勤
務
時

間
で
常
勤
換
算
す
る
必
要
が

あ
り
、
ゼ
ロ
よ
り
大
き
い
数

字
で
あ
れ
ば
良
い
」
と
述
べ

た
。令

和
８
年
８
月
の
実
績
報

告
で
は
、
令
和
８
年
３
月
以

前
か
ら
継
続
し
て
算
定
し
て

い
る
医
療
機
関
は
「
令
和
７

年
度
の
賃
金
改
善
実
績
報
告

松
本
会
長
は
今
回
の
診
療

報
酬
改
定
に
つ
い
て
、
「
イ

ン
フ
レ
下
に
お
け
る
今
後
の

『
道
し
る
べ
』
に
な
っ
た
」

と
改
め
て
述
べ
た
上
で
、
改

定
率
に
つ
い
て
、
本
体
プ
ラ

ス
３
・
09
％
の
う
ち
、
１
・

70
％
が
賃
上
げ
対
応
分
と
し

て
措
置
さ
れ
、
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
の
見
直
し
が
行
わ

れ
た
経
緯
を
説
明
し
た
。

さ
ら
に
、
「
日
本
医
師
会

と
し
て
は
、
職
員
の
方
々
に

医
療
機
関
で
し
っ
か
り
と
働

い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
他
産
業

に
追
い
付
け
る
よ
う
な
賃
上

げ
の
実
現
を
目
指
し
て
い

る
」
と
強
調
。
一
方
で
、
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
届
出

や
報
告
に
対
し
て
、
小
さ
な

ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
は
様
々
な

事
情
で
ハ
ー
ド
ル
を
感
じ
て

い
る
と
の
意
見
が
あ
る
点
に

も
言
及
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
見

直
し
の
概
要
や
届
出
、
報
告

の
ポ
イ
ン
ト
を
会
見
で
説
明

す
る
に
至
っ
た
と
し
た
。

具
体
的
な
見
直
し
の
ポ
イ

ン
ト
な
ど
を
説
明
し
た
長
島

常
任
理
事
は
ま
ず
、
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
の
届
出
状
況

に
つ
い
て
、
無
床
診
療
所
は

41
・
１
％
（
令
和
７
年
12
月

時
点
）
か
ら
59
・
２
％
（
令

和
８
年
３
月
時
点
）
、
有
床

診
療
所
は
51
・
８
％
（
同
）

か
ら
70
・
０
％
（
同
）
と
、

そ
れ
ぞ
れ
20
％
程
度
増
加
し

て
い
る
と
説
明
。
「
病
院
は

も
と
よ
り
高
い
水
準
に
あ

り
、
90
・
４
％
（
同
）
か
ら

93
・
９
％
（
同
）
に
微
増
し

て
い
る
が
、
無
床
・
有
床
診

療
所
の
届
出
率
に
つ
い
て
は

こ
の
水
準
を
更
に
上
げ
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
た
。

見
直
し
の
特
徴
と
し
て

は
、（
１
）
対
象
職
種
の
拡
大
、

（
２
）
大
幅
な
増
点
、
（
３
）

令
和
８
、
９
年
度
の
段
階
的

評
価
の
引
き
上
げ
、
（
４
）

継
続
的
賃
上
げ
実
施
医
療
機

関
と
そ
れ
以
外
で
異
な
る
評

価

─
が
あ
る
と
し
、
（
１
）

（
２
）
を
踏
ま
え
、
「
ぜ
ひ
、

届
出
・
算
定
を
し
、
職
員
の

賃
上
げ
と
人
材
確
保
に
活
用

い
た
だ
き
た
い
と
強
く
願
っ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

（
１
）
で
は
、
現
行
で
は
「
主

と
し
て
医
療
に
従
事
す
る
職

員
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
見

直
し
に
よ
り
「
当
該
保
険
医

療
機
関
に
勤
務
す
る
職
員
」

書
」
「
令
和
８
年
６
月
以
降

の
賃
金
改
善
中
間
報
告
書
」

が
、
令
和
８
年
６
月
か
ら
初

め
て
算
定
す
る
医
療
機
関
は

「
令
和
８
年
６
月
以
降
の
賃

金
改
善
中
間
報
告
書
」
の
み

の
提
出
が
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要

に
な
る
と
説
明
。
そ
の
内
容

は
、
お
お
む
ね
「
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
に
よ
る
収
入
の

実
績
額
」
「
令
和
８
年
５
月

と
比
較
し
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

の
実
績
（
対
象
職
員
全
体
及

び
職
種
別
）」
で
あ
る
と
し
、

「
少
し
手
間
が
掛
か
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
総
額
の
入
力
で
あ

る
た
め
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な

負
担
に
は
な
ら
な
い
」
と
指

摘
し
た
。

賃
上
げ
目
標
に
届
か
な
く

て
も
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
の
算
定
は
可
能

賃
上
げ
の
目
標
と
し
て
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は
令

和
８
年
度
に
３
・
２
％
（
看

護
補
助
者
・
事
務
職
員
は

５
・
７
％
）
の
賃
上
げ
を
、

令
和
９
年
度
に
は
令
和
８
年

度
の
２
倍
の
賃
上
げ
を
目
指

す
と
さ
れ
て
い
る
点
に
つ
い

て
は
、
「
こ
れ
ら
に
つ
い
て

は
あ
く
ま
で
政
府
目
標
で
あ

り
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

の
算
定
要
件
は
評
価
料
と
し

て
入
っ
て
き
た
収
入
を
全
額

賃
上
げ
に
使
う
こ
と
に
あ

り
、
賃
上
げ
目
標
の
数
値
に

届
か
な
く
て
も
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
は
算
定
で
き
る
」

と
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
、
長
島
常
任
理

事
は
今
後
に
つ
い
て
、
更
に

詳
し
く
分
か
り
や
す
い
資
料

を
会
員
に
対
し
て
提
供
す
る

方
針
を
示
し
た
上
で
、
「
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を
活
用

し
て
、
職
員
の
皆
様
の
処
遇

改
善
を
行
い
、
他
産
業
へ
の

人
材
流
出
を
止
め
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
訴
え
た
。

　松本吉郎会長と長島公之常任理事は4月8日の定例記者会見で、令
和8年度診療報酬改定でのベースアップ評価料による賃上げについて
説明した。
　松本会長は、対象職種の拡大や点数の大幅な増点などの見直しによ
って、より一層、職員の賃上げと人材確保に役立つものになった点を
評価した上で、「ぜひとも多くの医療機関、とりわけ病院に比べると、
まだ届出率が低い診療所において、積極的に算定していただきたい」
と訴えた。

松本会長・長島常任理事

外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）の
届出のご検討をお願いします！！

─現在既に算定中の医療機関も新たな届出が必要です─

≪主な変更点≫
▪対象職種が拡大
▪点数が大幅に増点
▪�届出時に必要だった「賃金改善計画書」の作成は不要に
▪�届出の際に計算が必要となるのは対象職員の人数のみ
▪�賃上げ目標の数値に届かなくても算定可能

※�本年6月から改定後のベースアップ評価料を算定するためには、新たに
算定する医療機関だけでなく、現在既に算定中の医療機関も5月7日（木）
から6月1日（月）までに届出（必着）が必要になります。

　詳細は日本医師会ホームページのメンバーズルームの「医療保険」の中の「診
療報酬改定に関する情報＜令和8年度＞」並びに厚生労働省ホームページ「令
和8年度診療報酬改定におけるベースアップ評価料等について」をご覧ください。

厚労省
ホームページ
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の
中
東
情
勢

に
伴
う
医
療

機
器
等
の
需

給
に
関
す
る

意
見
交
換
会

に
、
相
澤
孝

夫
日
本
病
院

会
長
、
神
野

正
博
全
日
本

病

院

協

会

長
、
伊
藤
伸

一
日
本
医
療

法

人

協

会

長
、
山
崎
學

日
本
精
神
科

病

院

協

会

長
、
高
橋
英

登
日
本
歯
科

医
師
会
長
、

岩
月
進
日
本

薬
剤
師
会
長

ら
と
共
に
出

席
し
た
。

本
意
見
交

換
会
は
、
現

下
の
中
東
情

勢
の
悪
化
に

伴
い
、
医
薬

品
や
医
療
機

器
、
医
療
物

資
等
の
安
定

供
給
に
支
障

が
生
じ
る
懸

念
が
高
ま
る

中
、
政
府
が

設
置
し
た
対
策
本
部
に
お
け

る
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
特
に
医
療
機
関
等
へ
の

影
響
を
把
握
し
、
対
応
策
に

反
映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
厚

労
大
臣
と
医
療
関
係
団
体
と

の
間
で
現
場
の
状
況
や
課
題

を
共
有
す
る
た
め
に
行
わ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
上
野

厚
労
大
臣
は（
写
真
右
）、「
医

療
機
器
等
の
安
定
確
保
は
国

民
の
命
に
直
結
す
る
最
重
要

分
野
で
あ
り
、
関
係
省
庁
と

連
携
し
て
供
給
体
制
の
維
持

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
述
べ
た
上
で
、
現
時

点
で
深
刻
な
供
給
停
滞
は
生

じ
て
い
な
い
が
、
医
療
機
関

等
に
お
い
て
は
必
要
量
に
見

合
っ
た
冷
静
な
発
注
を
お
願

い
し
た
い
と
し
た
。

ま
た
、
供
給
の
偏
り
解
消

に
は
医
療
現
場
の
状
況
把
握

が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
情

報
収
集
の
た
め
の
窓
口
設
置

や
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｓ
に
よ
る
報
告
体

制
を
整
備
し
た
こ
と
を
説
明

し
、
「
本
日
の
意
見
交
換
を

通
じ
て
今
後
の
更
な
る
取
り

組
み
に
つ
な
げ
た
い
」
と
述

べ
た
。

引
き
続
き
、
森
光
敬
子
厚

労
省
医
政
局
長
が
同
省
の
取

り
組
み
と
し
て
、
供
給
の
偏

り
や
流
通
の
目
詰
ま
り
を
迅

速
に
解
消
す
る
た
め
の
、
製

造
販
売
業
者
向
け
の
窓
口
を

設
置
し
、
川
上
か
ら
の
情
報

を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
実

際
の
使
用
現
場
で
あ
る
医
療

機
関
向
け
に
も
窓
口
を
設
け
、

い
わ
ゆ
る
川
下
か
ら
の
情
報

把
握
に
努
め
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
複
数
の
医
療
機
関
に

協
力
を
依
頼
し
、
医
療
物
資

等
の
需
給
状
況
を
日ひ

つ

ぎ次
で
確

認
す
る
定
点
観
測
を
実
施
し

て
い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

収
集
情
報
の
精
査
の
結
果

と
し
て
は
、
４
月
８
日
時
点

で
相
談
件
数
は
５
４
３
件

（
そ
の
う
ち
、
医
療
機
関
か

ら
は
３
５
１
件
）
に
上
り
、

安
定
供
給
に
影
響
が
あ
る
16

件
に
つ
い
て
は
対
応
を
進

め
、
５
件
が
解
決
、
１
件
は

解
決
の
道
筋
が
立
ち
、
10
件

は
検
討
中
で
あ
る
と
説
明
し

た
。続

い
て
行
わ
れ
た
意
見
表

明
で
、
松
本
会
長
は
、
中
東

情
勢
の
緊
迫
化
を
受
け
、
厚

労
省
が
早
期
に
対
策
本
部
を

設
置
し
、
課
題
分
析
と
対
応

の
検
討
に
着
手
し
た
こ
と
に

謝
意
を
表
し
た
上
で
、
医
療

資
材
の
供
給
不
安
は
診
療
の

継
続
や
患
者
の
安
全
に
直
結

す
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
と

指
摘
。
万
全
の
対
応
に
加
え

て
、
収
集
し
た
現
場
情
報
を

速
や
か
に
供
給
確
保
策
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
と
し

て
、
「
供
給
の
優
先
順
位
付

け
」
「
医
療
機
関
間
で
の
融

通
体
制
の
整
備
」
「
必
要
に

応
じ
た
規
制
の
柔
軟
な
運

用
」
の
他
、
供
給
状
況
や
今

後
の
見
通
し
に
つ
い
て
の
分

か
り
や
す
い
情
報
提
供
と
、

関
係
省
庁
の
連
携
強
化
に
よ

る
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
を
通
じ
た
安
定
供
給
体
制

の
確
保
を
要
請
し
た
。

ま
た
、
医
療
資
材
不
足
や

価
格
高
騰
等
に
よ
り
、
流
通

の
滞
り
や
先
行
き
の
不
透
明

感
に
よ
る
買
い
占
め
が
発
生

し
、
地
域
医
療
提
供
体
制
に

支
障
が
生
じ
な
い
か
と
懸
念

し
て
い
る
旨
も
伝
え
る
と
と

も
に
、
日
本
医
師
会
と
し
て

も
現
場
の
状
況
把
握
に
協
力

す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

引
き
続
き
意
見
を
述
べ
た

各
団
体
の
会
長
か
ら
も
「
不

安
や
混
乱
を
招
か
な
い
た
め

の
迅
速
か
つ
分
か
り
や
す
い

情
報
発
信
」
「
地
域
や
医
療

機
関
間
で
偏
り
が
生
じ
な
い

安
定
供
給
体
制
の
構
築
」
を

訃
　
報

■
岩
砂
和
雄
氏
（
元
岐
阜
県

医
師
会
長
／
元
日
本
医
師
会

副
会
長
・
理
事
）

４
月
10
日
死
去
、
86
歳
。

葬
儀
は
親
族
の
み
で
執
り
行

わ
れ
た
。

氏
は
昭
和
14
年
生
ま
れ
。

昭
和
41
年
岐
阜
県
立
医
科
大

学
卒
業
。
昭
和
62
年
岩
砂
病

院
第
一
院
長
就
任
。

平
成
12
年
４
月
か
ら
平
成

18
年
４
月
ま
で
岐
阜
県
医
師

会
長
を
務
め
た
。

そ
の
間
、
平
成
12
年
４
月

か
ら
平
成
14
年
３
月
ま
で
日

本
医
師
会
理
事
を
務
め
た
。

そ
の
後
、
平
成
18
年
４
月

か
ら
平
成
22
年
３
月
ま
で
日

本
医
師
会
副
会
長
を
２
期
務

め
た
。

平
成
22
年
に
は
旭
日
中
綬

章
を
受
章
し
て
い
る
。

松
本
吉
郎
会
長
は
４
月
10

日
、
厚
生
労
働
省
で
開
か
れ

た
上
野
賢
一
郎
厚
労
大
臣
と

日
本
医
師
会
が
行
っ
た

「
医
師
の
働
き
方
改
革
と
救

急
医
療
等
の
現
場
に
関
す
る

調
査
」
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
、

ま
と
ま
っ
た
。

調査結果の 
概要はこちら

日
本
医
師
会
で
は
、
昨
年

８
月
に
「
令
和
７
年
度
医
師

の
働
き
方
改
革
と
地
域
医
療

へ
の
影
響
に
関
す
る
日
本
医

師
会
調
査
」
（
以
下
、
「
影
響

調
査
」
）
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
多
く
の
救
急

医
療
の
現
場
や
そ
こ
で
働
い

て
い
る
勤
務
医
が
働
き
方
改

革
や
救
急
医
療
対
応
に
関
し

て
、
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い

る
の
か
を
問
う
ア
ン
ケ
ー
ト

の
必
要
性
も
指
摘
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
本
調
査
は
「
影
響

調
査
」
の
追
加
的
な
調
査
と

し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ

る
。調

査
は
「
影
響
調
査
」
に

回
答
し
た
救
急
医
療
機
関
、

周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー

や
小
児
救
急
拠
点
病
院
等
の

医
療
機
関
と
、
当
該
医
療
機

関
の
勤
務
医
を
対
象
と
し

て
、
令
和
７
年
12
月
か
ら
令

和
８
年
１
月
に
掛
け
て
実
施

し
、
７
４
５
病
院
・
診
療
所

か
ら
回
答
を
得
た
（
回
答
率

44
・
６
％
）。

そ
れ
に
よ
る
と
、
医
師
の

働
き
方
改
革
に
よ
っ
て
救
急

医
療
体
制
の
縮
小
・
撤
退
を

行
っ
て
い
な
い
機
関
は
88
・

３
％
と
、
大
き
な
変
化
は
生

じ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る

が
、
特
に
一
部
の
救
急
医
療

機
関
で
は
、
「
高
齢
救
急
患

者
の
増
加
」
や
「
他
院
に
対

す
る
自
院
の
負
担
増
大
」
に

よ
り
、
縮
小
が
困
難
な
状
況

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

「
そ
の
他
」
を
選
択
し
た

回
答
を
見
て
み
る
と
、
「
地

域
唯
一
の
医
療
機
関
で
あ

る
」
な
ど
、
地
域
医
療
を
維

持
す
る
責
務
か
ら
、
特
定
の

医
療
機
関
が
縮
小
・
撤
退
を

行
わ
ず
尽
力
し
て
い
る
こ
と

が
推
察
さ
れ
た
。

ま
た
、周
産
期
医
療
体
制
、

小
児
医
療
体
制
で
縮
小
・
撤

退
を
行
っ
て
い
な
い
機
関
は

そ
れ
ぞ
れ
90
・
０
％
、
86
・

７
％
で
、
同
様
の
傾
向
が
見

ら
れ
た
。

外
来
診
療
体
制
や
入
院
診

療
体
制
の
縮
小
を
行
っ
て
い

る
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
８
・

９
％
、
８
・
２
％
と
大
半
の

施
設
で
縮
小
は
行
わ
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
高
齢
者
の
増

加
に
よ
る
患
者
増
、
医
療
機

能
の
分
化
・
連
携
が
十
分
に

進
ん
で
お
ら
ず
、
実
質
的
に

は
負
担
が
増
加
し
た
場
合
も

あ
る
こ
と
が
伺
え
た
。

手
術
件
数
が
減
少
し
て
い

る
機
関
は
24
・
９
％
と
な
っ

て
い
た
が
、
そ
の
理
由
と
し

て
は
患
者
数
減
少
、
人
材
不

足
や
緊
急
手
術
の
対
応
の
困

難
さ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

た
。
一
方
、
減
少
し
て
い
な

い
場
合
で
も
、
他
院
か
ら
の

患
者
受
け
入
れ
増
加
に
よ

り
、
現
場
負
担
が
軽
減
さ
れ

て
い
な
い
場
合
も
あ
り
得
る

こ
と
が
分
か

っ
た
。

地
域
医
療

提
供
体
制
で

実
際
に
生
じ

て
い
る
問
題

点
の
要
因
・

背
景
、
現
況
に
つ
い
て
は
、

医
師
偏
在
や
働
き
方
改
革
へ

の
対
策
が
重
要
と
の
考
え
が

示
さ
れ
て
い
た
他
、
看
護
職

員
等
、
他
の
従
事
者
の
確
保

も
課
題
と
す
る
回
答
が
上
位

を
占
め
た
。

そ
の
他
、 

勤
務
医
を
対
象

と
し
た
調
査
で
は
自
身
や
自

院
の
負
担
が
増
大
し
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
る
一
方
で
、「
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
「
勤

務
医
間
で
地
域
連
携
や
タ
ス

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
へ
の
関
心

が
高
ま
っ
た
」
等
、
医
師
の

働
き
方
改
革
の
好
影
響
を
指

摘
す
る
意
見
も
見
ら
れ
た
。

調
査
を
担
当
し
た
細
川
秀

一
常
任
理
事
は
「
回
答
さ
れ

た
施
設
は
、
医
師
の
働
き
方

改
革
や
医
師
偏
在
な
ど
に
対

す
る
問
題
意
識
が
比
較
的
高

い
可
能
性
が
あ
り
、
多
少
の

バ
イ
ア
ス
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
現
場
の
貴
重
な
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

し
て
、
調
査
へ
の
協
力
施
設

に
感
謝
の
意
を
表
明
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
調
査
の
結
果

を
都
道
府
県
医
師
会
等
と
共

有
し
、
国
・
地
方
に
対
す
る

予
算
要
望
活
動
や
関
係
審
議

会
・
検
討
会
等
に
お
け
る
主

張
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

し
た
い
と
の
考
え
を
示
し

た
。

「
医
師
の
働
き
方
改
革
と

   

救
急
医
療
等
の
現
場
に
関
す
る
調
査
」結
果

                                              

ま
と
ま
る

松
本
会
長

中
東
情
勢
に
よ
る
医
療
機
関
等
へ
の
影
響
に
つ
い
て

                               

上
野
厚
労
大
臣
と
意
見
交
換

求
め
る
意
見
や
要
望
が
相
次

い
で
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え

て
上
野
厚
労
大
臣
は
、
「
医

療
関
係
者
か
ら
の
意
見
や
現

場
の
実
態
を
重
く
受
け
止

め
、
必
要
な
対
応
を
進
め
て

い
き
た
い
」
と
し
た
他
、
国

内
生
産
分
は
医
療
を
最
優
先

に
確
保
し
、
海
外
生
産
分
の

中
長
期
的
な
供
給
懸
念
に
は

経
済
産
業
省
と
連
携
し
て
対

応
す
る
方
針
を
示
し
、
理
解

を
求
め
た
。

安
定
的
な
医
療
提
供
体
制

の
確
保
に
努
め
る�

�

─
松
本
会
長

４
月
15
日
の
記
者
会
見
で

当
日
の
模
様
を
説
明
し
た
松

本
会
長
は
、
日
本
医
師
会
に

は
救
急
の
現
場
か
ら
滅
菌
手

袋
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

が
、
日
本
医
学
会
・
日
本
医

学
会
連
合
か
ら
は
病
理
診
断

の
場
、
特
に
日
本
病
理
学
会

か
ら
、
必
須
な
物
資
が
不
足

し
て
い
る
と
い
っ
た
切
実
な

声
が
届
い
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
引
き
続
き
国
と

緊
密
に
連
携
し
、
医
療
現
場

が
逼ひ

っ
ぱ
く迫

す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
、
安
定
的
な
医
療
提
供
体

制
の
確
保
に
全
力
で
協
力
し

て
い
く
考
え
を
示
し
た
。

ま
た
、国
民
に
対
し
て
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
情
報
に
過
度
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
公

的
機
関
か
ら
の
発
信
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
医

療
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
安
心

し
て
受
け
て
も
ら
う
よ
う
に

呼
び
掛
け
た
。
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都
道
府
県
医
師
会
社
会
保

険
担
当
理
事
連
絡
協
議
会
が

３
月
26
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
で

開
催
さ
れ
、
本
年
６
月
施
行

の
令
和
８
年
度
診
療
報
酬
改

定
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

説
明
が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
し
た
松
本

吉
郎
会
長
は
、
30
年
ぶ
り
に

３
％
超
の
プ
ラ
ス
改
定
を
実

現
し
た
今
回
の
診
療
報
酬
改

定
に
つ
い
て
、
「
純
粋
に
財

源
を
上
乗
せ
す
る
、
い
わ
ゆ

る
真
水
で
の
対
応
と
な
っ
た

こ
と
は
、
高
市
早
苗
内
閣
総

理
大
臣
を
始
め
、
関
係
大
臣

や
国
会
議
員
の
先
生
方
に
地

域
医
療
の
窮
状
を
ご
理
解
い

た
だ
け
た
結
果
」
と
の
認
識

を
表
明
。

ま
た
、
都
道
府
県
医
師
会

や
郡
市
区
等
医
師
会
の
先
生

方
が
、
医
療
が
置
か
れ
て
い

る
厳
し
い
現
状
や
医

療
政
策
へ
の
更
な
る

理
解
を
求
め
た
こ
と

が
大
き
な
原
動
力
と

な
っ
た
と
し
た
上

で
、
「
医
療
界
が
ま

さ
に
一
体
、
一
丸
と

な
っ
て
対
応
し
た
結

果
で
あ
る
」
と
強
調

し
た
。

さ
ら
に
、
「
イ
ン

フ
レ
下
で
の
『
道
し

る
べ
』
と
な
る
極
め

て
重
要
な
改
定
と
な

っ
た
」
と
し
て
、
全

て
の
関
係
者
に
謝
意

を
示
す
と
と
も
に
、

改
定
内
容
が
非
常
に

複
雑
で
膨
大
な
量
と

な
っ
て
い
る
点
に
触

れ
、
今
回
の
協
議
会

の
参
加
者
に
対
し

て
、
改
定
内
容
の
周

知
へ
の
協
力
を
求
め

た
。続

い
て
、
事
前
に

収
録
し
た
動
画
に
よ

り
、
茂
松
茂
人
副
会

長
と
長
島
公
之
・
江

澤
和
彦
・
黒
瀨
巌
各

常
任
理
事
が
テ
ー
マ

ご
と
に
分
か
れ
て
、
改
定
内

容
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
解
説
。

外
来
で
は
、
賃
上
げ
に
向

け
た
評
価
の
見
直
し
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
（
１
）
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
評
価
体

系
の
変
更
、
（
２
）
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
評
価
料
の
対
象
職
種

の
拡
大
（
事
務
の
み
を
行
っ

て
い
る
事
務
職
員
や
40
歳
未

満
の
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬

局
薬
剤
師
が
追
加
）

─
を

挙
げ
た
。

（
１
）
で
は
、
外
来
・
在

宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
に

つ
い
て
、
①
令
和
７
年
度
以

前
か
ら
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
を
算
定
し
て
、
継
続
的
に

賃
上
げ
を
行
っ
た
医
療
機
関

②
そ
れ
以
外
の
医
療
機
関

─
で
は
異
な
る
評
価
と
な

る
点
や
、
令
和
９
年
度
は
令

和
８
年
度
の
２
倍
の
額
と
す

る
段
階
的
な
評
価
と
な
る
点

な
ど
に
言
及
。

外
来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
の
診
療
所
の
届
出

が
昨
年
７
月
時
点
で
約
４
割

だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
今
回

は
令
和
６
、
７
年
度
分
が

初
・
再
診
料
本
体
に
組
み
込

ま
れ
ず
、
令
和
７
年
度
以
前

か
ら
継
続
的
に
賃
上
げ
を
行

っ
て
い
る
医
療
機
関
と
そ
れ

以
外
の
医
療
機
関
で
扱
い
が

分
か
れ
た
と
し
た
上
で
、
ま

だ
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
を

届
け
出
て
い
な
い
医
療
機
関

に
対
し
て
「
今
後
、
日
本
医

師
会
か
ら
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
の
分
か
り
や
す
い
資
料

を
提
供
す
る
の
で
、
改
定
に

合
わ
せ
て
６
月
か
ら
算
定
可

能
と
な
る
よ
う
に
５
月
中
の

届
け
出
を
ぜ
ひ
検
討
し
、
賃

上
げ
の
原
資
と
し
て
ご
活
用

い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
掛

け
た
。

こ
の
他
、
①
賃
金
改
善
計

画
書
が
不
要
と
な
っ
た
②
実

績
報
告
に
加
え
、
新
た
に
中

間
報
告
が
必
要
と
な
る
③
届

出
様
式
が
簡
略
化
さ
れ
た

─
こ
と
な
ど
を
紹
介
。

物
価
上
昇
へ
の
対
応
と
し

て
は
物
価
対
応
料
が
新
設
さ

れ
、
初
・
再
診
料
に
上
乗
せ

さ
れ
る
と
し
、
令
和
９
年
度

は
令
和
８
年
度
の
２
倍
の
額

が
算
定
で
き
る
点
を
指
摘
し

た
。初

診
料
に
つ
い
て
は
、
本

体
自
体
の
見
直
し
は
な
い
と

し
た
上
で
、
初
診
料
に
関
わ

る
各
種
加
算
の
ポ
イ
ン
ト
を

説
明
。
具
体
的
に
は
①
機
能

強
化
加
算
に
大
き
な
見
直
し

は
な
い
（
施
設
基
準
に
Ｂ
Ｃ

Ｐ
の
策
定
等
が
追
加
さ
れ
た

が
、
大
き
な
負
担
な
く
対
応

で
き
る
）
②
医
療
情
報
取
得

加
算
と
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
体
制

整
備
加
算
が
廃
止
さ
れ
、
電

子
的
診
療
情
報
連
携
体
制
整

備
加
算
に
統
合
さ
れ
た
③
特

定
機
能
病
院
等
か
ら
紹
介
さ

れ
た
患
者
に
対
す
る
初
診
を

診
療
所
等
で
行
っ
た
場
合
の

評
価
「
特
定
機
能
病
院
等
紹

介
患
者
受
入
加
算
」
が
新
設

さ
れ
た

─
点
を
挙
げ
た
。

再
診
料
の
見
直
し
で
は
、

物
価
賃
金
へ
の
対
応
と
し
て

本
体
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
を
始
め
、
①
時
間
外
対
応

体
制
加
算
は
名
称
が
変
更
さ

れ
、
増
点
と
な
る
②
地
域
包

括
診
療
加
算
と
認
知
症
地
域

包
括
診
療
加
算
は
評
価
体
系

が
変
更
さ
れ
る
③
医
療
情
報

取
得
加
算
は
電
子
的
診
療
情

報
連
携
体
制
整
備
加
算
に
統

合
さ
れ
る

─
点
な
ど
も
解

説
。外

来
医
師
過
多
区
域
に
関

す
る
対
応
で
は
、
医
療
法
上

の
実
効
性
を
持
た
せ
る
た
め

の
経
済
的
な
デ
ィ
ス
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
、
改
正
医

療
法
に
基
づ
き
、
「
地
域
で

不
足
し
て
い
る
医
療
機
能
の

提
供
等
に
係
る
都
道
府
県
知

事
の
要
請
に
応
じ
ず
、
そ
の

結
果
、
保
険
医
療
機
関
の
指

定
が
３
年
以
内
と
さ
れ
た
医

療
機
関
」
に
つ
い
て
、
機
能

強
化
加
算
や
地
域
包
括
診
療

加
算
等
の
算
定
等
が
不
可
と

な
っ
た
と
し
た
。

生
活
習
慣
病
管
理
料（
Ⅰ
）

に
つ
い
て
は
、
点
数
の
適
正

化
は
な
か
っ
た
も
の
の
、「
原

則
と
し
て
、
必
要
な
血
液
検

査
等
を
少
な
く
と
も
６
カ
月

に
１
回
以
上
は
行
う
こ
と
」

が
要
件
と
さ
れ
た
が
、
自
院

で
検
査
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
健
診
等
の
結
果
を
活
用

す
る
こ
と
で
差
し
支
え
な
い

と
の
通
知
が
出
て
い
る
こ
と

を
紹
介
。

同
管
理
料
（
Ⅱ
）
に
つ
い

て
は
、
包
括
範
囲
か
ら
除
外

さ
れ
て
併
算
定
が
可
能
と
な

っ
た
医
学
管
理
料
等
が
大
幅

に
増
加
し
た
こ
と
に
触
れ
た
。

ま
た
、
同
管
理
料
（
Ⅰ
）

（
Ⅱ
）
の
共
通
の
見
直
し
と

し
て
、
①
糖
尿
病
を
主
病
と

す
る
患
者
に
つ
い
て
、
糖
尿

病
の
薬
剤
以
外
の
薬
剤
は
在

宅
自
己
注
射
指
導
管
理
料
の

算
定
を
可
能
と
す
る
②
患
者

と
医
療
機
関
の
負
担
を
軽
減

す
る
観
点
か
ら
、
療
養
計
画

書
の
患
者
署
名
が
初
回
か
ら

不
要
に
な
っ
た

─
こ
と
を

説
明
。

同
管
理
料
の
加
算
で
あ
る

外
来
デ
ー
タ
提
出
加
算
に
つ

い
て
は
、
名
称
が
「
充
実
管

理
加
算
」
に
変
更
と
な
り
、

「
脂
質
異
常
症
」「
高
血
圧
症
」

「
糖
尿
病
」
と
い
っ
た
主
病

ご
と
の
提
出
デ
ー
タ
が
簡
素

化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
継
続

的
に
受
診
す
る
患
者
の
割
合

等
に
応
じ
て
三
つ
の
加
算
が

設
定
さ
れ
た
と
し
た
他
、
地

域
包
括
診
療
加
算
や
地
域
包

括
診
療
料
に
「
外
来
デ
ー
タ

提
出
加
算
」
が
新
設
と
な
っ

た
こ
と
も
紹
介
し
た
。

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
で

は
対
象
と
な
る
疾
病
に
つ
い

て
、
消
化
性
潰か

い
よ
う瘍

の
あ
る
患

者
へ
の
投
与
が
禁
忌
で
あ
る

非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
抗
炎
症
薬

の
投
与
を
受
け
て
い
る
場
合

に
は
、
「
胃
潰
瘍
及
び
十
二

指
腸
潰
瘍
」
の
対
象
か
ら
除

外
さ
れ
る
点
の
み
が
変
更
と

な
っ
た
と
解
説
。

処
方
箋せ

ん

料
で
は
、
一
般
名

処
方
加
算
１
・
２
の
点
数
が

引
き
下
げ
と
な
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
言
及
し
、
厚
生
労
働

大
臣
と
財
務
大
臣
に
よ
る
大

臣
合
意
に
基
づ
く
も
の
だ
と

し
た
上
で
、
「
財
務
省
や
中

医
協
の
支
払
側
委
員
は
処
方

箋
料
の
点
数
自
体
を
処
方
料

と
同
額
と
す
る
こ
と
を
主
張

し
て
い
た
が
、
そ
の
点
は
回

避
で
き
た
」
と
説
明
し
た
。

こ
の
他
、
一
般
名
処
方
加
算

の
対
象
に
バ
イ
オ
医
薬
品
が

追
加
さ
れ
た
こ
と
に
も
触
れ

た
。長

期
処
方
・
リ
フ
ィ
ル
処

方
箋
に
つ
い
て
は
、
そ
の
対

応
が
可
能
で
あ
る
旨
の
院
内

掲
示
の
対
象
に
、
特
定
疾
患

療
養
管
理
料
な
ど
、
か
か
り

つ
け
医
機
能
を
有
す
る
医
療

機
関
で
算
定
さ
れ
る
よ
う
な

医
学
管
理
料
が
追
加
さ
れ
た

と
し
た
。

こ
の
他
に
、
（
１
）
小
児

科
外
来
診
療
料
・
小
児
か
か

り
つ
け
診
療
料
の
見
直
し
、

（
２
）
地
域
支
援
・
外
来
医

薬
品
供
給
対
応
体
制
加
算
の

新
設
、
（
３
）
連
携
強
化
診

令和８年度診療報酬改定概要を説明し、
                           その周知に対する協力を求める

都道府県医師会社会保険担当理事連絡協議会

療
情
報
提
供
料
の
見
直
し
、

（
４
）
療
養
・
就
労
両
立
支

援
指
導
料
の
見
直
し
、（
５
）

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
施
設
基

準
の
見
直
し
、（
６
）「
遠
隔

電
子
処
方
箋
活
用
加
算
」
の

新
設
、
（
７
）
遠
隔
連
携
診

療
料
の
評
価
の
拡
大

─
と

い
っ
た
項
目
を
解
説
。

在
宅
医
療
で
は
、
物
価
高

騰
・
賃
金
上
昇
へ
の
手
当
て

と
し
て
、
①
再
診
料
が
包
括

さ
れ
て
い
る
「
在
宅
患
者
訪

問
診
療
料
」
の
点
数
が
引
き

上
げ
と
な
っ
た
②
外
来
と
同

様
に
、
物
価
対
応
料
が
上
乗

せ
さ
れ
る

─
点
な
ど
を
説

明
し
た
他
、
在
宅
医
療
Ｄ
Ｘ

情
報
活
用
加
算
は
「
変
更
な

し
」
と
し
た
。

連
携
型
の
機
能
強
化
型
在

宅
療
養
支
援
診
療
所
の
見
直

し
に
関
し
て
は
、
具
体
的
に

は
、
普
段
か
ら
訪
問
診
療
を

行
っ
て
い
る
医
療
機
関
に
よ

る
24
時
間
の
往
診
体
制
を

「
月
４
回
以
上
」
確
保
し
て

い
な
い
診
療
所
は
、
往
診
料

の
緊
急
往
診
加
算
や
在
宅
タ

ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算
等
の
点

数
に
つ
い
て
、
通
常
の
在
支

診
の
点
数
を
算
定
す
る
こ
と

な
ど
を
挙
げ
た
。

入
院
医
療
で
は
、
物
価
・

賃
金
対
応
を
踏
ま
え
た
入
院

料
の
引
き
上
げ
や
、
入
院
料

本
体
に
上
乗
せ
と
な
る
物
価

対
応
料
な
ど
に
つ
い
て
解
説

し
た
他
、
継
続
的
な
賃
上
げ

に
係
る
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
な
い
医
療
機
関
の
入
院

料
が
減
算
と
な
る
こ
と
な
ど

も
指
摘
。

動
画
解
説
の
終
了
後
、
長

島
常
任
理
事
は
補
足
と
し

て
、
生
活
習
慣
病
管
理
料
に

お
い
て
「
外
来
デ
ー
タ
提
出

加
算
」
が
「
充
実
管
理
加
算
」

に
変
更
と
な
る
点
に
言
及
。

「
現
行
の
外
来
デ
ー
タ
提
出

加
算
に
つ
い
て
、
医
療
機
関

の
負
担
が
非
常
に
大
き
い
た

め
、
ほ
と
ん
ど
算
定
さ
れ
て

い
な
い
現
状
を
踏
ま
え
、
今

回
の
改
定
で
提
出
を
求
め
る

デ
ー
タ
が
簡
素
化
さ
れ
、
医

療
機
関
の
負
担
が
大
幅
に
減

る
こ
と
で
、
算
定
す
る
医
療

機
関
が
増
え
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
」
と
し
た
上
で
、「
点

数
だ
け
捉
え
る
と
下
が
っ
た

よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
と

し
て
は
多
く
の
先
生
方
に
と

っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
」
と
訴

え
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
算
定

の
割
合
が
低
か
っ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
今
回
の
改
定
で
算

定
を
検
討
し
て
ほ
し
い
項
目

と
し
て
、
（
１
）
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
、
（
２
）
医
療

Ｄ
Ｘ
関
係
の
点
数
、
（
３
）

充
実
管
理
加
算

─
を
挙

げ
、
「
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
算

定
を
検
討
い
た
だ
き
た
い
」

と
要
望
し
た
。

最
後
に
、
閉
会
の
あ
い
さ

つ
を
行
っ
た
茂
松
副
会
長

は
、
今
回
の
改
定
も
内
容
が

複
雑
に
な
っ
て
い
る
と
し
、

「
都
道
府
県
医
師
会
の
担
当

役
員
の
先
生
方
に
お
い
て

は
、
会
員
の
皆
様
に
各
地
域

で
し
っ
か
り
と
周
知
い
た
だ

き
た
い
」
と
改
め
て
呼
び
掛

け
、
協
議
会
は
終
了
と
な
っ

た
。

お知らせ
　都道府県医師会社会保険担当理事連絡協議
会の映像並びに資料は日本医師会ホームペー
ジのメンバーズルームの「医療保険・介護保
険」に掲載されていますので、ご活用ください。
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診
療
所
に
お
け
る
新
興
感
染
症

 

対
策
研
修
検
討
委
員
会

（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）答
申
に
つ
い
て

■■■■■■■■

Ａ
Ｉ
の
臨
床
利
用
に
関
す
る

 

検
討
委
員
会（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

答
申
に
つ
い
て

4
月
8
・
15
日

笹
本
洋
一
常
任
理
事
は
、

診
療
所
に
お
け
る
新
興
感
染

症
対
策
研
修
検
討
委
員
会
（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
、
会
長
諮

問
「
診
療
所
の
新
興
感
染
症

に
対
す
る
総
合
力
を
一
層
高

め
る
取
り
組
み
の
企
画
及
び

実
践
に
つ
い
て
」
を
受
け
て
、

研
修
会
の
企
画
・
検
証
の
た

め
に
全
６
回
の
検
討
を
経
て

報
告
書
を
取
り
ま
と
め
、
３

月
12
日
に
舘
田
一
博
委
員
長

よ
り
松
本
吉
郎
会
長
に
提
出

し
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

同
常
任
理
事
は
報
告
書
の

内
容
に
つ
い
て
、
令
和
６
年

３
月
24
日
に
開
催
さ
れ
た

「
診
療
所
を
対
象
と
し
た
新

興
感
染
症
対
策
研
修
」
に
お

い
て
、
「
地
域
に
お
け
る
研

修
の
企
画
・
実
践
を
担
う
者

を
養
成
す
る
た
め
の
研
修
」

と
い
う
趣
旨
が
徹
底
さ
れ
な

か
っ
た
反
省
点
を
踏
ま
え

て
、
研
修
会
の
名
称
を
「
診

療
所
を
対
象
と
し
た
新
興
感

染
症
対
策
リ
ー
ダ
ー
研
修
」

に
変
更
し
、
令
和
７
年
10
月

13
日
に
開
催
し
た
こ
と
や
、

研
修
会
の
内
容
な
ど
に
つ
い

て
触
れ
ら
れ
て
い
る
と
説

明
。
ま
た
、
研
修
に
つ
い
て

は
、
本
委
員
会
の
委
員
に
加

え
、
日
本
環
境
感
染
学
会
の

会
員
に
も
講
師
を
務
め
て
も

ら
っ
た
と
し
て
、
感
謝
の
意

を
示
し
た
。

研
修
の
具
体
的
な
変
更
点

に
つ
い
て
は
、
（
１
）
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
前
回
の
内
容
を

踏
襲
し
つ
つ
、
単
に
感
染
対

策
の
研
修
を
体
験
す
る
だ
け

で
な
く
、
ど
の
よ
う
な
点
に

注
意
し
た
ら
効
果
的
な
研
修

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か

等
、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
示

す
内
容
に
改
め
た
、
（
２
）

実
技
・
演
習
共
に
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
を
活
用
し
た
指
導
例

を
示
し
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
演
習

で
は
、
講
師
自
身
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
図
面
を
基
に
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
、
実
例
を
踏
ま
え
た
フ
ィ

ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
っ
た

─

こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。

そ
の
他
、
同
常
任
理
事
は
、

報
告
書
に
は
研
修
受
講
者
に

対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

同
委
員
会
に
お
い
て
、
本
研

修
の
課
題
の
抽
出
、
改
善
方

策
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
た

結
果
に
つ
い
て
も
紹
介
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
言
及
し
、
今

後
の
研
修
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
し
た
。

そ
の
上
で
笹
本
常
任
理
事

は
、
本
委
員
会
で
企
画
・
実

施
し
た
研
修
が
、
全
国
で
横

展
開
さ
れ
、
診
療
所
の
新
興

感
染
症
に
対
す
る
総
合
力
強

化
に
寄
与
す
る
こ
と
に
期
待

を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
今
後

も
日
本
医
師
会
と
し
て
必
要

な
支
援
に
努
め
る
姿
勢
を
示

し
た
。

バ
ー
エ
フ
会
長
ら

と
会
談
を
行
っ

た
。今

回
の
訪
問
は

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共

和
国
の
ア
バ
イ
州

医
師
会
と
相
互
協

定
を
締
結
し
て
い

る
長
崎
県
医
師
会

の
森
崎
正
幸
会
長

の
紹
介
に
よ
り
実

現
し
た
も
の
で
、

山
下
俊
一
福
島
県

立
医
科
大
学
副
学

長
、
高
橋
純
平
長

崎
大
学
グ
ロ
ー
バ

ル
連
携
機
構
国
際

連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
、
日
本
医

師
会
か
ら
国
際
担

当
の

田
徹
副
会
長
、
濵
口

欣
也
常
任
理
事
が
同
席
し

た
。長

崎
県
医
師
会
で
は
在
外

被
爆
者
及
び
世
界
各
地
で
発

生
し
て
い
る
放
射
線
被ひ

ば

く曝
事

故
に
よ
る
被
災
者
の
救
済
を

目
的
と
し
て
、
長
崎
県
、
長

崎
大
学
な
ど
と
共
に
、
１
９

９
２
年
に
長
崎
・
ヒ
バ
ク
シ

ャ
医
療
国
際
協
力
会
（
Ｎ
Ａ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
）
を
設
立
。
長
崎

が
有
す
る
ヒ
バ
ク
シ
ャ
医
療

の
実
績
及
び
放
射
線
障
害
に

関
す
る
調
査
研
究
の
成
果
を

ヒ
バ
ク
シ
ャ
医
療
に
生
か
し

て
も
ら
う
た
め
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
他
、
国
外
か
ら
医
師

等
の
受
け
入
れ
研
修
等
を
行

っ
て
い
る
。

エ
ン
セ
バ
ー
エ
フ
会
長

は
、
（
１
）
カ
ザ
フ
ス
タ
ン

に
は
ソ
連
時
代
の
核
実
験
場

が
あ
っ
た
た
め
に
相
当
数
の

住
民
が
そ
の
影
響
を
受
け

た
、（
２
）
長
崎
県
医
師
会
、

長
崎
大
学
な
ど
も
参
加
し
た

国
際
協
力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、

医
療
器
具
を
寄
付
し
て
も
ら

っ
て
以
来
、
関
係
が
続
き
、

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
か
ら
こ
れ
ま

で
に
50
名
の
若
手
医
師
を
Ｎ

Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
に
派
遣
し
た

他
、
長
崎
県
医
師
会
か
ら
も

５
回
に
わ
た
っ
て
専
門
家
の

派
遣
を
受
け
て
い
る

─
こ

と
な
ど
を
説
明
。
「
両
国
の

橋
渡
し
的
な
役
割
を
果
た
し

て
も
ら
っ
て
い
る
長
崎
県
医

師
会
を
始
め
、
山
下
副
学
長

に
も
大
変
感
謝
し
て
い
る
」

と
述
べ
、
こ
の
よ
う
な
関
係

が
他
の
都
道
府
県
医
師
会
に

も
広
が
る
こ
と
に
期
待
感
を

示
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
松
本
会
長

は
今
回
表
敬
訪
問
を
受
け
た

こ
と
を
機
関
紙
で
あ
る
「
日

医
ニ
ュ
ー
ス
」
を
通
じ
て
広

く
会
員
に
知
ら
せ
て
い
き
た

い
と
応
じ
た
。

松
本
吉
郎
会
長
は
４
月
８

日
、
日
本
医
師
会
を
訪
問
し

た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
医

師
会
の
ル
ス
ラ
ン
・
エ
ン
セ

の
尊
厳
を
最
優
先
と
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
、
常
に
人

間
が
関
与
す
るHuman-in-

the-loop

の
原
則
を
基
本
と

し
、
Ａ
Ｉ
単
独
で
完
結
し
て

は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
。

ま
た
、
医
療
Ａ
Ｉ
の
Ａ
Ｉ
は

一

般

的

な
「Artificial 

Intelligence

（
人

工

知

能
）
」

の

略

で

は

な

く
、

「Augmented 
Intelli-

gence

（
拡
張
知
能
）」
と
位

置
付
け
る
べ
き
で
あ
り
、
Ａ

Ｉ
は
医
師
の
能
力
を
拡
張
す

る
存
在
で
あ
る
と
整
理
し
て

い
る
。

②
で
は
、
医
療
デ
ー
タ
の

利
活
用
に
当
た
っ
て
、
本
人

関
与
の
確
保
に
加
え
、
デ
ー

タ
主
権
や
公
平
性
の
確
保
の

重
要
性
を
指
摘
。

③
で
は
、
国
民
皆
保
険
の

下
で
集
積
さ
れ
た
医
療
デ
ー

タ
に
つ
い
て
、
臨
床
医
学
の

「
知
」
の
源
泉
で
あ
り
、
極

め
て
重
要
な
資
源
で
あ
る
と

し
た
上
で
、
国
産
医
療
Ａ
Ｉ

の
開
発
推
進
が
重
要
で
あ
る

と
す
る
と
と
も
に
、
臨
床
・

教
育
・
研
究
・
出
版
の
相
互

発
展
を
通
じ
て
、
持
続
的
な

発
展
に
つ
な
が
る
と
の
見
方

を
示
し
て
い
る
。

④
で
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
（
患

者
本
人
ま
た
は
代
理
者
の
意

思
決
定
を
受
け
て
心
肺
蘇
生

法
を
行
わ
な
い
こ
と
）
や
人

生
の
最
終
段
階
の
医
療
な

ど
、
人
間
の
尊
厳
に
直
結
す

る
領
域
で
は
、
医
療
Ａ
Ｉ
の

出
力
に
結
論
を
委
ね
て
は
な

ら
な
い
と
し
、
医
療
Ａ
Ｉ
の

利
用
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
最
終
的
な
責
任
は
医
師

が
負
う
こ
と
を
強
調
し
た
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
医
師
会
長
ら
と
会
談

松
本
会
長

⑤
で
は
、
医
療
Ａ
Ｉ
を
教

育
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用

し
、
デ
ー
タ
リ
テ
ラ
シ
ー
や

Ａ
Ｉ
理
解
を
体
系
的
に
教
育

に
組
み
込
む
必
要
が
あ
る
と

し
た
上
で
、
新
し
い
時
代
に

対
応
し
た
医
療
倫
理
の
再
構

築
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
記

し
て
い
る
。

佐
原
常
任
理
事
は
、
「
答

申
手
交
の
際
、
永
井
委
員
長

か
ら
『
Ａ
Ｉ
の
出
現
に
よ
っ

て
、
医
師
や
医
療
職
が
本
来

の
在
り
方
を
改
め
て
考
え
直

す
契
機
と
な
る
の
で
は
な
い

か
』と
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。

本
答
申
を
全
国
の
医
師
や
医

療
関
係
者
の
皆
様
に
広
く
ご

覧
い
た
だ
き
、
Ａ
Ｉ
の
臨
床

利
用
の
在
り
方
と
共
に
、
医

療
者
の
在
り
方
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
述

べ
る
と
と
も
に
、
本
答
申
を

受
け
て
日
本
医
師
会
執
行
部

と
し
て
も
議
論
を
深
め
て
い

く
意
向
を
示
し
た
。

佐
原
博
之
常
任
理
事
は
、

会
内
の
「
Ａ
Ｉ
の
臨
床
利
用

に
関
す
る
検
討
委
員
会
」（
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
取
り
ま
と

め
た
答
申
に
つ
い
て
説
明
し

た
。本

答
申
は
、
Ａ
Ｉ
の
目
覚

ま
し
い
進
歩
を
踏
ま
え
た
会

長
諮
問
「
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
臨

床
的
課
題
と
生
命
倫
理
に
つ

い
て
」
を
受
け
て
検
討
を
重

ね
た
も
の
で
、
４
月
８
日
に

永
井
良
三
委
員
長
（
自
治
医

科
大
学
長
）
よ
り
松
本
吉
郎

会
長
に
手
交
さ
れ
た
。

同
答
申
は
、（
１
）
総
論
：

医
療
Ａ
Ｉ
の
現
状
と
課
題
、

（
２
）
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
臨
床

的
課
題
、
（
３
）
Ａ
Ｉ
に
関

す
る
生
命
倫
理
、
（
４
）
ま

と
め

─
か
ら
成
り
、
「
医

療
Ａ
Ｉ
の
臨
床
利
用
に
関
す

る
提
言
」
が
取
り
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
。

「
医
療
Ａ
Ｉ
の
臨
床
利
用

に
関
す
る
提
言
」
で
は
、
①

医
療
Ａ
Ｉ
の
臨
床
利
用
に
お

け
る
基
本
理
念
②
医
療
デ
ー

タ
の
適
正
な
利
活
用
の
推
進

③
国
産
医
療
Ａ
Ｉ
の
開
発

（
ソ
ブ
リ
ン
医
療
Ａ
Ｉ
）
の

重
要
性
④
医
療
Ａ
Ｉ
の
開
発

及
び
臨
床
利
用
に
お
け
る
留

意
点
⑤
医
学
教
育
・
医
師
の

生
涯
教
育
・
患
者
教
育
・
国

の
医
療
Ａ
Ｉ
戦
略
の
統
合

─
の
５
テ
ー
マ
を
柱
に
、

14
項
目
の
提
言
を
列
挙
。

①
で
は
、
医
療
Ａ
Ｉ
の
社

会
実
装
に
当
た
っ
て
、
人
間

お知らせ
　上記の２つの委員会（プロジェクト）の
答申の全文は、日本医師会ホームページ
「日医on-line」に掲載されています。
　ぜひ、ご覧ください。

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 
03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が

店
頭
か
ら
な
く
な
り
、
買
い

だ
め
に
走
る
ニ
ュ
ー
ス
映
像

が
印
象
的
な
第
一
次
オ
イ
ル

シ
ョ
ッ
ク
は
、
１
９
７
０
年

代
の
第
四
次
中
東
戦
争
を
機

に
起
こ
っ
た
が
、
私
も
中
学

生
だ
っ
た
の
で
記
憶
に
あ

る
。今

回
は
米
国
と
イ
ス
ラ
エ

ル
の
イ
ラ
ン
攻
撃
を
機
に
、

中
東
産
油
国
か
ら
原
油
を
運

び
出
す
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
封

鎖
さ
れ
、
95
％
を
中
東
産
原

油
に
依
存
す
る
我
が
国
に
と

っ
て
は
、
ま
さ
に
生
命
線
が

絶
た
れ
た
状
態
で
あ
る
。

原
油
は
車
の
燃
料
と
し
て

の
ガ
ソ
リ
ン
だ
け
で
な
く
、

エ
チ
レ
ン
や
プ
ロ
ピ

レ
ン
、
ベ
ン
ゼ
ン
、

ト
ル
エ
ン
な
ど
の
石

油
化
学
基
礎
製
品
の

原
料
で
あ
る
ナ
フ
サ
の
精
製

に
も
必
要
と
さ
れ
る
。
基
礎

製
品
か
ら
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

や
ナ
イ
ロ
ン
な
ど
の
化
学
繊

維
、
有
機
溶
媒
や
合
成
洗
剤
、

医
薬
品
な
ど
身
の
回
り
の
多

く
の
工
業
製
品
が
製
造
さ
れ

る
た
め
、
海
峡
封
鎖
が
続
く

と
我
々
の
生
活
は
危
機
的
状

態
に
陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。日

常
生
活
だ
け
で
は
な

く
、
医
療
に
お
い
て
も
様
々

な
医
療
関
連
用
品

の
不
足
が
予
想
さ

れ
る
。
手
術
用
の

ナ
イ
ロ
ン
糸
や
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
手
袋
、
採
血
容

器
、
輸
液
バ
ッ
グ
・
チ
ュ
ー

ブ
の
不
足
は
診
療
に
大
き
く

影
響
し
そ
う
だ
し
、
人
工
透

析
に
使
う
フ
ィ
ル
タ
ー
不
足

は
直
接
、
生
命
に
も
関
わ
る
。

日
本
は
約
２
５
０
日
分
の

石
油
備
蓄
が
あ
り
放
出
を
始

め
た
が
、
海
峡
封
鎖
が
解
除

さ
れ
な
い
限
り
、
間
違
い
な

く
日
常
の
生
活
や
診
療
に
多

大
な
影
響
が
出
る
。
天
災
は

防
ぎ
よ
う
が
な
い
が
、
紛
争

や
戦
争
は
人
間
同
士
が
起
こ

す
も
の
で
、
本
来
は
回
避
で

き
る
。
遠
い
国
の
紛
争
と
思

っ
て
い
た
が
、
日
本
の
中
東

原
油
依
存
と
工
業
製
品
の
ナ

フ
サ
依
存
の
脆

ぜ
い
じ
ゃ
く弱

性
が
露
呈

し
た
出
来
事
で
、
世
界
の
平

和
と
早
い
解
決
を
願
う
ば
か

り
で
あ
る
。�

（
グ
リ
ー
ン
）

２
０
２
６ 

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

第
20
回
男
女
共
同
参
画
フ

ォ
ー
ラ
ム
が
、「
世
代
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
を
こ
え
て
ち
む
ど
ん

ど
ん
」
を
テ
ー
マ
に
４
月
４

日
、
那
覇
市
内
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
基
調
講
演
、
報

告
の
他
、
二
つ
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
、
日
本
医
師

会
か
ら
は
松
本
吉
郎
会
長
を

始
め
、

田
徹
副
会
長
、
渡

辺
弘
司
・
松
岡
か
お
り
・
藤

原
慶
正
各
常
任
理
事
が
出
席

し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
稲
田
隆

司
沖
縄
県
医
師
会
副
会
長
に

よ
る
開
会
宣
言
で
幕
を
開

け
、
松
本
会
長
及
び
田
名
毅

沖
縄
県
医
師
会
長
、
来
賓
の

玉
城
デ
ニ
ー
沖
縄
県
知
事
が

あ
い
さ
つ
し
た
。

松本会長田名沖縄県医師会長

松
本
会
長
は
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
開
催
に
先
立
ち
、
今
年

度
で
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
20
回
目

と
い
う
節
目
を
迎
え
た
こ
と

に
触
れ
る
と
と
も
に
、
今
年

度
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
に
尽

力
し
た
沖
縄
県
医
師
会
を
始

め
、
講
師
や
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

等
の
関
係
者
に
深
い
感
謝
の

意
を
表
明
し
た
。

そ
の
上
で
、
人
手
不
足
や

物
価
高
騰
な
ど
の
影
響
が
広

が
る
中
に
あ
っ
て
も
、
「
国

民
に
安
全
・
安
心
な
医
療
を

提
供
し
、
健
康
を
守
り
続
け

る
」
と
い
う
医
師
の
使
命
は

不
変
で
あ
る
と
指
摘
し
、
そ

の
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

価
値
観
や
立
場
を
尊
重
し
つ

つ
、
世
代
や
専
門
性
の
異
な

る
人
々
が
協
働
す
る
こ
と
が

欠
か
せ
な
い
と
強
調
。
「
誰

も
が
自
分
ら
し
く
力
を
発
揮

で
き
る
環
境
づ
く
り
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
重
要
と
な
る
」

と
の
認
識
を
示
し
、
今
回
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
世
代
や
ジ

ェ
ン
ダ
ー
を
超
え
て
よ
り
良

い
医
療
の
現
場
づ
く
り
の
一

助
と
な
る
こ
と
に
期
待
を
寄

せ
た
。

基
調
講
演

喜納学長

基
調
講
演
で
は
、
ま
ず
、

喜
納
育
江
琉
球
大
学
長
が
ア

カ
デ
ミ
ア
に
お
け
る
女
性
学

者
数
の
少
な
さ
か
ら
、
日
本

社
会
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー

意
識
の
国
際
的
な
遅
れ
を
帰

納
的
に
捉
え
る
と
と
も
に
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
指
数

（
Ｇ
Ｇ
Ｉ
）
の
中
で
、
特
に
「
政

治
」
「
経
済
」
の
領
域
に
お

け
る
男
女
格
差
が
大
き
い
こ

と
を
指
摘
。
そ
の
上
で
、
自

身
が
ア
カ
デ
ミ

ア
に
お
け
る
男

女
共
同
参
画
や

ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
ー
推
進
に
取

り
組
ん
で
き
た

経
験
が
、
医
療

界
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ

ャ
ッ
プ
の
解
消
や
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー
の
推
進
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
す
る
と
し
た
。

渕辺代表幹事

次
に
、
渕
辺
美
紀
沖
縄
経

済
同
友
会
代
表
幹
事
が
「
沖

縄
の
経
済
と
女
性
力
」
と
題

し
て
講
演
し
、
沖
縄
の
観
光

産
業
の
現
状
と
課
題
に
つ
い

て
報
告
し
た
他
、
女
性
の
活

躍
の
妨
げ
と
な
る
諸
要
因
の

解
消
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ

て
い
る
様
々
な
取
り
組
み
を

紹
介
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を

推
進
す
る
た
め
に
は
女
性
が

活
躍
し
や
す
い
場
を
創
出
す

る
ば
か
り
で
な
く
、
組
織
や

経
済
の
活
性
化
が
重
要
と
の

認
識
を
示
し
た
。

報
告報

告
で
は
、
小
泉
ひ
ろ
み

日
本
医
師
会
男
女
共
同
参
画

委
員
会
委
員
長
が
、
令
和
６
、

７
年
度
の
会
長
諮
問
は
「
男

女
と
も
に
活
躍
で
き
る
医
療

界
を
目
指
し
て
」
で
あ
り
、

答
申
取
り
ま
と
め
に
向
け

て
、
四
つ
の
調
査
（
①
勤
務

医
会
員
数
・
勤
務
医
部
会
設

立
状
況
等
調
査
②
女
性
医
師

の
勤
務
環
境
の
現
況
に
関
す

る
調
査
③
男
女
共
同
参
画
に

つ
い
て
の
男
性
医
師
の
意
識

調
査
④
男
女
共
同
参
画
に
つ

い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
）

を
実
施
し
た
こ
と
を
報
告
。

特
に
③
に
つ
い
て
は
そ
の
結

果
を
詳
細
に
説
明
し
た
。

松岡常任理事

松
岡
常
任
理
事
は
、
日
本

医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
、

（
１
）「
女
性
医
師
支
援
セ
ン

タ
ー
事
業
」
「
医
師
偏
在
是

正
に
向
け
た
広
域
マ
ッ
チ
ン

グ
事
業
」
の
二
本
柱
で
構
成

さ
れ
て
い
る
、
（
２
）
２
０

２
５
年
11
月
１
日
の
改
称
に

伴
い
、
男
性
医
師
の
登
録
者

数
が
急
増
し
て
い
る
、（
３
）

地
域
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
と
の

業
務
提
携
を
進
め
て
い
る

─
こ
と
等
を
紹
介
。
そ
の

他
、
８
年
ご
と
に
実
施
し
て

い
る
「
女
性
医
師
の
勤
務
環

境
の
現
況
に
関
す
る
調
査
」

の
２
０
２
４
年
度
調
査
結
果

に
も
言
及
し
、
今
後
、
こ
の

結
果
も
踏
ま
え
、
そ
の
対
応

策
を
男
女
共
同
参
画
委
員
会

で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
し

た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

続
い
て
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
ま
ず
、
「
こ

れ
か
ら
の
自
分
の
働
き
方
～

世
代
別
の
価
値
観
と
課
題

～
」
と
題
し
て
４
名
の
シ
ン

ポ
ジ
ス
ト
か
ら
発
表
が
行
わ

れ
た
。

中
部
徳
洲
会
病
院
の
志
田

原
睦
研
修
医
は
、
医
学
生
の

時
に
出
産
し
、
子
育
て
を
し

な
が
ら
初
期
研
修
に
臨
ん
で

い
る
生
活
を
踏
ま
え
て
、
医

師
と
し
て
の
様
々
な
業
務
を

こ
な
し
つ
つ
、
家
族
と
の
時

間
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、

適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
、
周
囲
に
頼
り
、
頼
ら
れ

る
関
係
性
を
構
築
す
る
こ
と

が
重
要
と
の
認
識
を
示
し
た
。

玉
城
智
子
琉
球
大
学
病
院

病
理
診
断
科
助
教
は
、
妊

娠
・
出
産
と
専
門
研
修
期
間

が
重
な
っ
た
経
験
を
基
に
、

子
ど
も
が
小
学
校
就
学
前
は

様
々
な
育
児
サ
ポ
ー
ト
が
利

産
婦
人
科
部
長
は
、
管
理
職

の
立
場
か
ら
、
世
代
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
等
に
よ
り
異
な
る
個

人
の
状
況
を
尊
重
し
な
が

ら
、
職
場
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
の
重

要
性
と
難
し
さ
に
つ
い
て
概

説
し
、
そ
の
解
決
の
た
め
に

は
人
数
の
確
保
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
人
材
の
多
様
性
の

確
保
も
有
効
で
は
な
い
か
と

指
摘
。
ま
た
、
女
性
医
師
の

働
き
方
改
革
と
同
様
に
、
男

性
医
師
の
働
き
方
に
つ
い
て

も
改
革
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
と
の
認
識
を
示
し
た
。

佐
々
木
尚
美
沖
縄
県
立
北

部
病
院
長
は
、
医
師
で
あ
る

前
に
人
間
で
あ
り
、
新
し
い

人
や
技
術
、
知
識
と
の
出
会

い
を
楽
し
む
こ
と
が
重
要
と

の
認
識
を
示
し
た
上
で
、
管

理
者
と
し
て
多
様
な
価
値
観

を
尊
重
し
つ
つ
、
常
に
職
場

の
新
陳
代
謝
を
心
掛
け
て
い

る
と
し
た
。

引
き
続
き
、
「
男
性
育
休

の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
３
名
の
シ
ン
ポ

ジ
ス
ト
が
発
表
を
行
っ
た
。

平
良
祐
介
琉
球
大
学
病
院

産
婦
人
科
助
教
は
、
男
性
医

師
が
育
休
を
取
得
す
る
に
当

た
り
、
か
つ
て
は
男
性
医
師

の
育
休
へ
の
意
識
の
乏
し

さ
、
勤
務
先
の
制
度
へ
の
不

理
解
等
の
問
題
が
あ
っ
た
と

指
摘
。
ま
た
、
実
際
に
育
休

を
取
得
し
た
感
想
と
し
て
、

取
得
の
申
請
に
は
周
囲
の
理

解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
、
収
入
が
減
少
す
る
た

め
、
長
期
間
の
育
休
は
経
済

的
に
難
し
い
こ
と
を
強
調
し

た
。下

地
亮
那
覇
市
立
病
院
脳

神
経
外
科
医
長
は
、
第
５
子

誕
生
に
際
し
１
年
間
の
育
休

を
取
得
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹
介
。
職
場
の
マ
ン
パ
ワ
ー

が
充
実
し
て
い
た
た
め
、
育

休
取
得
の
申
請
は
し
や
す
か

っ
た
も
の
の
、
周
囲
の
理
解

を
得
る
こ
と
へ
の
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
は
あ
っ
た
と
述
懐
。
ま

た
、
男
性
の
育
休
取
得
へ
の

理
解
が
乏
し
く
、
今
な
お
女

性
が
取
得
す
る
も
の
と
い
う

固
定
観
念
が
根
強
い
こ
と
へ

の
問
題
意
識
も
示
し
た
。

南
部
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
西
由

希
子
氏
は
、
医
師
で
も
あ
る

夫
が
育
休
を
取
得
し
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
紹
介
。
夫
婦
そ
ろ

っ
て
子
育
て
及
び
家
事
の
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
や
、
夫
が
育
休
を

取
得
す
る
こ
と
で
分
か
る
ジ

ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
、「
今
後
、

そ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
埋
ま
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

そ
の
後
の
質
疑
応
答
の
中

で
は
、
「
育
休
中
の
ア
ル
バ

イ
ト
の
可
否
」
が
話
題
に
な

っ
た
こ
と
を
受
け
、
松
岡
常

任
理
事
は
、
『
医
師
の
多
様

な
働
き
方
を
支
え
る
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
』
に
お
い
て
、
育
休

中
で
あ
っ
て
も
、
労
使
間
で

合
意
が
あ
れ
ば
一
時
的
・
臨

時
的
な
就
労
が
認
め
ら
れ
て

い
る
と
の
解
説
が
あ
る
こ
と

を
紹
介
し
た
。

⻆田副会長

総
括
を
行
っ
た

田
副
会

長
は
、
男
性
の
育
休
取
得
や

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、

日
本
医
師
会
に
よ
る
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
を
見
る
と
、
少
し

ず
つ
改
善
し
て
い
る
と
の
認

識
を
示
す
と
と
も
に
、
育
休

に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
経

験
を
共
有
で
き
る
場
が
重
要

と
指
摘
。
そ
の
上
で
、
「
こ

の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ

っ
て
多
様
性
を
認
め
る
こ
と

の
難
し
さ
や
、
性
差
や
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ッ
プ

に
関
す
る
ア
ン
コ
ン
シ
ャ

ス
・
バ
イ
ア
ス
に
そ
れ
ぞ
れ

が
気
付
き
、
取
り
組
む
契
機

に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
」

と
し
た
他
、
制
度
的
な
改
善

が
必
要
な
点
に
つ
い
て
は
日

本
医
師
会
か
ら
国
に
働
き
掛

け
る
な
ど
、
今
後
も
医
師
の

働
き
方
改
革
が
進
む
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
し
た
。

な
お
、
次
回
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
令
和
９
年
４
月
10
日
に
、

千
葉
市
で
行
わ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

「
世
代
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
こ
え
て

        
ち
む
ど
ん
ど
ん
」を
テ
ー
マ
に
開
催

第
20
回
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

シンポジウム１

シンポジウム２

用
で
き
る
た
め
、
仕
事
と
子

育
て
の
両
立
が
あ
る
程
度
実

現
で
き
る
も
の
の
、
そ
れ
以

降
は
制
度
的
サ
ポ
ー
ト
が
減

少
し
、
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

い
っ
た
ん
キ
ャ
リ
ア
を
中
断

せ
ざ
る
を
得
な
い
女
性
医
師

が
多
い
構
造
的
な
問
題
を
指

摘
し
た
。

池
宮
城
梢
那
覇
市
立
病
院

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
日
本
医
師
会
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）



日 医 ニ ュ ー ス 第1550号（6）令和8年5月5日〔第3種郵便物認可〕

も
う
す
ぐ
50
歳
に
な
る
私

が
、
生
涯
最
も
長
く
付
き
合

っ
て
い
る
も
の
、
そ
れ
が
野

球
で
あ
る
。

小
学
校
入
学
と
と
も
に
地

域
の
チ
ー
ム
に
入
り
、
週
末

は
毎
週
の
よ
う
に
試
合
に
明

け
暮
れ
た
。
人
生
初
め
て
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
で
一
塁
ベ
ー
ス

を
踏
み
忘
れ
て
ア
ウ
ト
に
な

っ
た
こ
と
も
今
と
な
っ
て
は

良
い
思
い
出
で
あ
る
。
中
学

時
代
は
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
狭
く
、
野
球
部
が
無
か
っ

た
た
め
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に
所

属
し
て
い
た
。
毎
週
末
、
多

摩
川
の
河
川
敷
ま
で
自
転
車

を
こ
い
で
１
時
間
半
掛
け
て

通
っ
て
い
た
。
ブ
レ
ー
キ
が

壊
れ
て
壁
に
激
突
し
た
こ
と

が
あ
っ
た
が
、
怪
我
し
た
自

分
よ
り
買
っ
て
も
ら
っ
た
ば

か
り
の
グ
ロ
ー
ブ
が
破
け
て

い
な
い
か
心
配
し
た
記
憶
が

あ
る
。

高
校
時
代
は
神
奈
川
の
そ

こ
そ
こ
強
豪
で
汗
を
流
し

た
。
冬
の
合
宿
で
箱
根
の
山

を
１
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
走

る
の
だ
が
、
汗
を
か
い
て
ア

ン
ダ
ー
シ
ャ
ツ
が
濡
れ
、
寒

さ
で
そ
れ
が
凍
り
、
そ
こ
に

乳
首
が
擦
れ
て
出
血
。
部
員

み
ん
な
両
胸
を
真
っ
赤
に
し

な
が
ら
死
に
そ
う
に
走
り
続

け
た
の
は
思
い
出
し
た
く
も

な
い
。
当
時
、
桐
蔭
学
園
に

元
巨
人
の
高
橋
由
伸
選
手
が

お
り
、
練
習
試
合
で
コ
テ
ン

パ
ン
に
打
た
れ
、
「
あ
あ
、

プ
ロ
に
な
る
の
は
こ
ん
な
人

達
な
ん
だ
な
」
と
思
い
知
ら

さ
れ
、
同
時
期
に
放
送
し
て

い
た
医
療
ド
ラ
マ
に
感
化
さ

れ
外
科
医
を
目
指
し
始
め
た

の
は
高
校
２
年
の
頃
だ
っ

た
。晴

れ
て
山
形
大
学
に
入
学

し
て
か
ら
も
野
球
人
生
は
続

く
。
高
校
で
あ
れ
だ
け
や
っ

て
た
の
だ
か
ら
、
し
ょ
せ
ん

医
学
部
野
球
で
し
ょ
、
な
ん

て
高
を
く
く
っ
て
い
た
の
だ

が
、
実
際
は
レ
ベ
ル
が
高
く
、

他
大
学
に
は
甲
子
園
球
児
も

い
て
、
勉
強
よ
り
野
球
の
方

に
力
を
入
れ
て
や
っ
て
い
た

気
が
す
る
。
こ
の
時
お
世
話

に
な
っ
た
先
輩
の
お
か
げ
で

迷
う
こ
と
な
く
第
一
外
科

（
消
化
器
外
科
）
に
入
局
も

で
き
た
。
他
大
学
の
同
期
も

含
め
て
、
今
や
日
本
の
医
療

界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な

っ
て
い
る
人
も
い
て
、
励
み

に
な
っ
て
い
る
。
野
球
を
や

っ
て
い
る
人
間
に
は
間
違
い

が
無
い
と
い
う
の
は
今
も
揺

ら
が
ぬ
信
念
で
あ
る
。

医
師
に
な
っ
て
か
ら
も
野

球
人
生
は
続
い
て
い
る
。
十

数
年
前
に
山
形
大
学
野
球
部

の
監
督
に
就
任
し
た
。
毎
年

夏
に
な
る
と
東
医
体
（
東
日

本
医
科
学
生
総
合
体
育
大

会
）
に
出
掛
け
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
家
族
に
は
恨
ま
れ
続

け
て
い
る
の
だ
が
、
こ
れ
が

楽
し
く
て
た
ま
ら
な
い
。
私

が
監
督
に
な
っ
て
か
ら
、
強

豪
で
あ
る
は
ず
の
山
大
野
球

部
は
メ
ダ
ル
か
ら
遠
ざ
か
っ

て
い
る
の
だ
が
、
い
つ
か
は

金
メ
ダ
ル
を
獲
っ
て
胴
上
げ

し
て
も
ら
え
る
と
信
じ
て
い

る
。
教
え
子
の
一
人
が
消
化

器
外
科
医
に
な
っ
て
く
れ
、

今
一
緒
に
働
け
て
い
る
の
も

感
慨
深
い
。

ま
た
、
山
大
の
講
座
対
抗

野
球
や
医
師
会
野
球
で
自
分

自
身
も
プ
レ
ー
を
続
け
て
い

る
の
だ
が
、
つ
い
先
日
第
一

外
科
が
記
憶
と
し
て
は
初
め

て
と
思
え
る
初
優
勝
を
成
し

遂
げ
た
。
年
々
、
体
は
動
か

な
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

こ
れ
か
ら
も
野
球
を
楽
し
み

続
け
た
い
。

春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る

代
表
的
な
旬
の
食
材
と
し
て

た
け
の
こ
が
あ
り
ま
す
。
例

年
４
月
か
ら
５
月
に
掛
け
て

収
穫
期
を
迎
え
、
各
地
で
た

け
の
こ
掘
り
が
行
わ
れ
ま

す
。
ス
ー
パ
ー
や
道
の
駅
な

ど
で
は
掘
り
た
て
の
た
け
の

こ
や
そ
の
水
煮
が
並
び
ま
す

が
、
わ
が
家
で
は
ほ
と
ん
ど

購
入
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
と
い
う
の
は
実
家
の
竹

林
で
た
け
の
こ
が
収
穫
で
き

る
か
ら
で
す
。
幼
少
期
に
は

父
に
引
き
連
れ
ら
れ
、
た
け

の
こ
掘
り
に
行
っ
て
い
た
の

は
懐
か
し
い
思
い
出
で
す
。

そ
ん
な
思
い
出
が
あ
り
、

わ
が
家
で
は
た
け
の
こ
掘
り

は
毎
年
の
恒
例
行
事
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
今
年
も
ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
休
暇

を
利
用
し
、
子
ど
も
達
を
連

れ
て
実
家
に
帰
省
し
ま
し
た
。

ス
コ
ッ
プ
と
大
き
な
カ
ゴ

を
手
に
、
い
ざ
竹
林
へ
。
地

面
を
注
意
深
く
探
し
て
も
、

ま
だ
顔
を
出
し
て
い
な
い
た

け
の
こ
を
見
付
け
る
の
は
至

難
の
業
で
す
。
目
印
は
、
地

面
の
わ
ず
か
な
盛
り
上
が
り

で
す
。
足
の
裏
の
感
覚
を
研

ぎ
澄
ま
せ
、
た
け
の
こ
の
先

端
の
小
さ
な
突
起
を
探
し
て

い
き
ま
す
。
足
裏
で
確
か
な

感
触
が
伝
わ
っ
た
ら
、
い
よ

い
よ
掘
り
起
こ
し
作
業
に
移

り
ま
す
。
ス
コ
ッ
プ
で
周
り

の
土
を
慎
重
に
掘
り
起
こ
し

て
い
く
と
、
土
の
中
か
ら
み

ず
み
ず
し
い
た
け
の
こ
が
現

れ
ま
す
。
こ
の
時
の
ワ
ク
ワ

ク
感
は
た
ま
り
ま
せ
ん
。
も

の
の
１
時
間
ぐ
ら
い
で
カ
ゴ

い
っ
ぱ
い
の
た
け
の
こ
が
収

穫
で
き
ま
し
た
。

収
穫
し
た
後
は
、
す
ぐ
に

下
処
理
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
掘
り
た
て
の
た
け
の

こ
は
ア
ク
が
強
く
、
そ
の
ま

ま
で
は
食
べ
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
竹
の
皮
を
切
り
落

と
し
、
米
ぬ
か
と
一
緒
に
ゆ

で
て
い
き
ま
す
。
ゆ
で
上
が

っ
た
後
は
火
を
止
め
て
そ
の

ま
ま
冷
め
る
ま
で
待
ち
ま

す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
ア
ク

が
し
っ
か
り
抜
け
て
、
え
ぐ

み
の
な
い
、
た
け
の
こ
本
来

の
味
わ
い
が
引
き
出
せ
ま
す
。

下
処
理
を
終
え
た
た
け
の

こ
は
水
に
浸
し
て
冷
蔵
庫
で

保
存
す
れ
ば
、
１
週
間
ほ
ど

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

下
処
理
を
終
え
た
た
け
の
こ

は
様
々
な
料
理
で
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
シ
ャ

キ
シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
と
優

し
い
風
味
は
、
ど
ん
な
料
理

に
も
よ
く
合
い
ま
す
。

滋
賀
の
自
宅
に
持
ち
帰

り
、
早
速
た
け
の
こ
料
理
を

作
り
ま
し
た
。
や
は
り
外
せ

な
い
の
は
た
け
の
こ
ご
飯
で

す
。
炊
き
上
が
っ
た
ご
飯
に

は
、
た
け
の
こ
の
良
い
香
り

が
広
が
り
、
食
欲
を
そ
そ
り

ま
す
。
ま
た
、
た
け
の
こ
と

わ
か
め
を
一
緒
に
煮
た
若
竹

煮
は
素
朴
な
味
で
す
が
、
こ

の
時
期
に
は
外
せ
な
い
料
理

で
す
。

さ
ら
に
、
た
け
の
こ
は
炒

め
物
に
も
よ
く
合
い
ま
す
。

私
の
定
番
は
、
片
栗
粉
を
ま

ぶ
し
た
牛
肉
と
た
け
の
こ
を
、

オ
イ
ス
タ
ー
ソ
ー
ス
で
炒
め

た
中
華
風
の
一
品
。
今
年
も

そ
の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
限
ら
れ
た
時

期
に
し
か
味
わ
え
な
い
春
の

味
覚
で
あ
る
た
け
の
こ
を
、

い
ろ
い
ろ
な
料
理
を
と
お
し

て
、
存
分
に
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。来
年
の
春
、

再
び
こ
の
豊
か
な
恵
み
と
出

会
え
る
日
が
今
か
ら
待
ち
遠

し
い
で
す
。

日
々
の
診
療
に
追
わ
れ
る

中
で
、
私
に
と
っ
て
心
を
和

ま
せ
て
く
れ
る
存
在
が
い

る
。
ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
で
あ

る
。
水
槽
の
中
を
ゆ
っ
た
り

泳
ぎ
、
時
に
じ
っ
と
水
草
の

陰
に
身
を
潜
め
る
姿
を
眺
め

て
い
る
と
、
慌
た
だ
し
い
時

間
が
緩
や
か
に
流
れ
出
す
よ

う
な
感
覚
に
な
る
。
犬
や
猫

の
よ
う
に
直
接
的
な
愛

あ
い
き
ょ
う嬌

を

振
り
ま
く
わ
け
で
は
な
い

が
、
そ
の
静
か
な
た
た
ず
ま

い
が
、
か
え
っ
て
深
い
癒
し

を
与
え
て
く
れ
る
の
で
あ

る
。イ

モ
リ
は
両
生
類
の
一
種

で
、
水
陸
両
方
を
行
き
来
し

な
が
ら
生
活
す
る
。
赤
い
腹

部
の
模
様
は
警
告
色
で
あ

り
、
捕
食
者
へ
の
防
御
の
役

割
を
果
た
す
。
実
際
に
イ
モ

リ
の
体
内
に
は
テ
ト
ロ
ド
ト

キ
シ
ン
が
含
ま
れ
て
お
り
、

外
敵
に
と
っ
て
は
強
力
な
毒

と
な
る
。
人
に
と
っ
て
も
決

し
て
無
害
で
は
な
い
が
、
観

賞
用
に
飼
育
す
る
分
に
は
そ

の
穏
や
か
な
性
質
か
ら
長
年

親
し
ま
れ
て
き
た
生
き
物
で

も
あ
る
。

こ
の
イ
モ
リ
に
は
医
学

的
・
科
学
的
な
観
点
か
ら
も

興
味
深
い
側
面
が
多
い
。
最

も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の

は
、
そ
の
驚
異
的
な
再
生
能

力
で
あ
ろ
う
。
尾
や
四
肢
は

も
ち
ろ
ん
、
眼
の
水
晶
体
や

心
筋
の
一
部
に
至
る
ま
で
再

生
で
き
る
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
特
性
は
、
再

生
医
学
や
組
織
工
学
の
研
究

に
お
い
て
重
要
な
モ
デ
ル
と

な
っ
て
き
た
。
損
傷
し
た
臓

器
や
組
織
の
再
生
を
目
指
す

現
代
医
学
に
と
っ
て
、
イ
モ

リ
は
ま
さ
に
自
然
が
与
え
て

く
れ
た
示
唆
に
富
む
存
在
と

言
え
る
。

更
に
興
味
深
い
の
は
、
イ

モ
リ
の
「
恋
愛
化
学
物
質
」

で
あ
る
。
雄
の
ア
カ
ハ
ラ
イ

モ
リ
は
繁
殖
期
に
「
ソ
デ
フ

リ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
ペ
プ
チ

ド
性
フ
ェ
ロ
モ
ン
を
分
泌

し
、
尾
を
振
っ
て
雌
に
送
り

届
け
る
。
こ
の
物
質
は
雌
の

受
容
体
を
刺
激
し
、
交
尾
行

動
を
促
進
す
る
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
そ

の
命
名
の
由
来
で
あ
る
。
研

究
者
は
『
万
葉
集
』
に
収
め

ら
れ
た
額

ぬ
か
た
の
お
お
き
み

田
王
の
一
首

―

「
茜
さ
す　

紫
野
行
き
標し

め

の野

行
き　

野
守
は
見
ず
や　

君

が
袖
振
る
」

―
か
ら
着
想

を
得
て
、
雄
が
尾
を
振
っ
て

雌
を
誘
う
姿
を「
袖
を
振
る
」

仕
草
に
な
ぞ
ら
え
た
の
で
あ

る
。
科
学
的
発
見
に
古
典
文

学
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を
重
ね
合

わ
せ
る
セ
ン
ス
に
、
私
は
深

い
感
銘
を
受
け
た
。
ソ
デ
フ

リ
ン
は
、
単
な
る
生
物
学
的

現
象
を
超
え
て
、
文
化
と
科

学
の
架
け
橋
と
な
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。

イ
モ
リ
は
ま
た
、
日
本
の

民
間
伝
承
の
中
で
も
独
特
の

役
割
を
担
っ
て
き
た
。
江
戸

時
代
に
は
「
イ
モ
リ
の
黒
焼

き
」
が
ほ
れ
薬
と
し
て
流
布

し
、
粉
末
に
し
て
飲
ま
せ
れ

ば
相
手
の
心
を
引
き
付
け
ら

れ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
科
学
的
根
拠
は
無

く
、
む
し
ろ
毒
性
を
考
え
れ

ば
危
険
極
ま
り
な
い
行
為
で

あ
る
。
し
か
し
、
人
々
が
イ

モ
リ
に
「
恋
を
成
就
さ
せ
る

力
」
を
投
影
し
た
事
実
は
、

フ
ェ
ロ
モ
ン
研
究
が
示
す
科

学
的
知
見
と
奇
妙
に
響
き
合

う
。一

つ
の
生
物
が
、
科
学
と

民
間
伝
承
の
両
面
か
ら
人
間

の
想
像
力
を
刺
激
し
て
き
た

こ
と
は
実
に
興
味
深
い
。

私
に
と
っ
て
イ
モ
リ
は
、

単
な
る
飼
育
対
象
で
は
な

く
、
診
療
の
合
間
に
心
を
落

ち
着
け
て
く
れ
る
存
在
で
あ

り
、
同
時
に
医
学
・
文
化
を

結
び
付
け
る
象
徴
的
な
生
き

物
で
も
あ
る
。
彼
ら
を
眺
め

て
い
る
と
、
医
療
の
現
場
で

忙
殺
さ
れ
が
ち
な
日
常
の
中

で
も
、
自
然
や
生
物
に
目
を

向
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。

癒
し
と
学
び
を
同
時
に
与

え
て
く
れ
る
両
生
類
イ
モ

リ
。
水
槽
の
中
に
静
か
に
た

た
ず
む
そ
の
姿
は
、
私
達
医

師
に
と
っ
て
も
、
心
の
バ
ラ

ン
ス
を
整
え
る
良
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
な
り
得
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

山形県
米沢市医師会だより
第83号より

私
と
野
球

	

矢
野
　
充
泰

滋賀県
滋賀県医師会報
第927号より

わ
が
家
の
春
の
味
覚

	
森
田
　
幸
弘

愛媛県
新居浜市医師会報
829号より

癒
し
の
両
生
類
イ
モ
リ

	

加
藤
　
雅
也
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日
本
医
師
・
従
業
員
支
部 

案
内

基
金
掛
金
の
１
年
前
納
に
つ
い
て

～
今
年
の
掛
金
引
落
日
は
６
月
１
日
で
す
～

令
和
８
年
度
分
の
基
金
掛

金
を
国
民
年
金
保
険
料
と
は

合
算
せ
ず
に
１
年
前
納
と
さ

れ
て
い
る
加
入
者
の
方
に
つ

い
て
は
、
本
年
は
６
月
１
日

（
月
）
に
ご
指
定
の
金
融
機

関
口
座
よ
り
、
引
き
落
と
し

が
行
わ
れ
ま
す
。

引
き
落
と
し
の
金
額
に
つ

い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
「
引

落
し
案
内
通
知
書
」
に
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

引
落
日
に
残
高
不
足
等
で

引
き
落
と
し
が
で
き
な
か
っ

た
場
合
、
本
年
度
分
の
掛
金

納
付
は
自
動
的
に
毎
月
払
い

の
引
き
落
と
し
に
変
更
と
な

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
１
年

前
納
に
よ
る
掛
金
の
割
引
の

適
用
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。国

民
年
金
基
金
は
、
不
確

実
な
将
来
へ
の
備
え
と
し

て
、
国
民
年
金
に
上
乗
せ
を

行
う
「
公
的
な
年
金
制
度
」

で
あ
り
、
掛
金
前
納
制
度
に

よ
る
割
引
の
他
、
毎
年
の
掛

金
の
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
る
な
ど
、
優

れ
た
税
制
上
の
優
遇
措
置
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

個
人
立
診
療
所
開
設
者
な

ど
の
第
１
号
被
保
険
者
で
未

加
入
の
方
は
、
ぜ
ひ
と
も
、

基
金
へ
の
加
入
を
ご
検
討
願

い
ま
す
。

ま
た
、
加
入
者
の
皆
様
に

は
、
ご
家
族
や
知
人
の
方
の

ご
紹
介
を
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
（
薄
謝
進
呈
）
。

問
い
合
わ
せ
は
基
金
事
務

局
（

０
１
２
０
─

７
０
０

６
５
０
）
ま
で
。
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上

で
も
、
資
料
請
求
や
加
入
申

し
込
み
の
お
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

製薬会社による飲食提供に関するルール改定の概要

場面 見直し前のルール 令和８年４月施行ルール

自社医薬品の説明会
※�主として医療機関内で行われる、一医療機関を対象とした自
社製品説明会

◦３,000円を超えない茶菓・弁当等
◦３,000円を超えない弁当等
◦簡素な飲料

自社医薬品の講演会
※�複数医療機関を対象とした自社医薬品に関する講演会

◦�立食形式で懇親行事を実施できない場合、�
通常の半額（1万円）程度の飲食等

◦３,000円を超えない弁当等
◦簡素な飲料

◦�役割者との打ち合わせ時、５,000円を超えな
い飲食等

◦�役割者との打ち合わせ時、３,000円を超えな
い食事
◦簡素な飲料

社内研修会
※�製薬会社が自社社員を対象に実施する、医師等を講師とした
研修会

◦２万円を超えない飲食等
◦３,000円を超えない食事
◦簡素な飲料

医薬情報活動
※�医療機関内で十分な面談ができない場合に、例外的に外部の
飲食店等で実施する自社の医薬品に関する情報提供活動

◦５,000円を超えない飲食等
◦３,000円を超えない食事
◦簡素な飲料

飲食：アルコール飲料の提供を含む　食事：軽食・弁当等を言い、アルコール飲料は含まない　弁当等：菓子類を含む　簡素な飲料：水、お茶、コーヒー、紅茶程度

ルール改定後の全体像
▪�この見直しでは公務員倫理規程との整合化を意識したものとなっており、令和8年４月１日以降提供できるのは原則３,000円以内の食事か、立食による懇親行事
に限られることになります（ただし、下の②のケースは例外となります）。
▪��また、４月１日以降アルコール飲料を提供できるのは次の２つのケースに限定されます（いずれも一人当たり２万円以内）。
　①自社医薬品の講演会後や調査研究に係る会合の前か後に立食形式で行われる参加者間の懇親行事
　②講演会における講師などの役割者等に対する慰労等を目的とした会食
　�なお、以上は、製薬業界において公正競争規約上最低限守るべきルールをお示ししたものであり、各社において独自のより厳しいルールを定めている場合があります。

医療用医薬品製造販売業公正取引協議会作成

医療用医薬品製造販売業公正取引協議会からのお知らせ
製薬会社の飲食・食事提供のルールが見直されました

　医療用医薬品製造販売業公正取引協議会（消費者庁長官及び公正取引委員会の共同認定を受けた医療用医薬品製造販売業公正競争規約の運用機関と
して設立された業界の自主規制のための団体。医療用医薬品の製造販売もしくは輸入販売を行っている製薬会社などで構成されている）はこのほど、
医師らに対する製薬企業の飲食・食事等の提供に関するルールの改定を行い、本年4月1日より施行しました（詳細は同協議会のホームページ参照）。
　改定の内容は下表のとおりとなっており、同協議会では、「違反行為が発覚すると、関わったMRが社内で処分を受ける可能性もあります。
関係者が不利益な立場に追い込まれることのないよう、ルールをご理解の上、ご協力をお願いいたします」としています。
	 問い合わせ先：医療用医薬品製造販売業公正取引協議会	 問い合わせはこちらから

▲

参
加
施
設
募
集

 

令
和
８
年
度
（
第
60
回
）

臨
床
検
査
精
度
管
理
調
査

臨
床
検
査
の
質
的
向
上
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
42
年
か
ら
日
本
医
師
会

が
毎
年
実
施
し
て
い
る
臨
床

検
査
精
度
管
理
調
査
を
、
今

年
度
も
以
下
の
要
綱
に
よ

り
、
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
願
い
ま
す
。

◆
参
加
対
象
施
設
：
病
院
・

診
療
所
等
に
付
設
す
る
臨
床

検
査
室
等
、
医
師
会
臨
床
検

査
・
健
診
セ
ン
タ
ー
、
登
録

衛
生
検
査
所
、
健
診
機
関
及

び
臨
床
検
査
を
日
常
業
務
と

し
て
実
施
し
て
い
る
機
関
と

し
ま
す
。

な
お
、
試
薬
・
機
器
メ
ー

７
月
31
日
（
金
）

◆
試
料
送
付
日
・
回
答
締
切

日
：

●
臨
床
検
査
室
等

送
付
日
：
９
月
８
日
（
火
）

（
到
着
予
定
）

締
切
日
：
９
月
17
日
（
木
）

●
試
薬
・
機
器
メ
ー
カ
ー

送
付
日
：
９
月
29
日
（
火
）

（
到
着
予
定
）

締
切
日
：
10
月
８
日
（
木
）

◆
回
答
方
法
：
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
回
答
。
締
切
日
の
午
後

５
時
で
回
答
入
力
は
締
め
切

り
と
な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：

精
度
管
理
問
い
合
わ
せ
窓
口

〔

０
１
２
０
─

９
４
４
２
９

６
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
。
参

加
申
込
受
付
期
間
中
の
午
前

９
時
～
午
後
５
時
）
ま
た
は
、

support@jmaqc.jp

〕

カ
ー
に
つ
い
て
は
参
加
対
象

と
し
ま
す
が
、
集
計
か
ら
除

外
し
ま
す
。

ま
た
、
検
体
測
定
室
に
つ

い
て
は
、
診
療
の
用
に
供
さ

な
い
検
体
検
査
と
定
義
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
使
用
さ
れ
る

測
定
機
器
に
対
し
て
適
切
な

調
査
試
料
が
提
供
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
参
加
対
象
外
と

し
ま
す
。

◆
実
施
時
期
：
９
、
10
月

◆
検
査
項
目
：
50
項
目
〔
施

設
外
に
委
託
し
て
い
る
外
注

項
目
は
除
外
し
ま
す
。
た
だ

し
、
検
体
検
査
院
内
委
託
（
い

わ
ゆ
る
ブ
ラ
ン
チ
ラ
ボ
）
の

場
合
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
願
い

ま
す
〕

◆
参
加
申
込
方
法
：
登
録
の

あ
る
施
設
の
方
は
、
５
月
上

旬
に
送
付
す
る
実
施
要
綱
に

従
い
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
か
ら
お
申
し

込
み
願
い
ま
す
。

な
お
、
初
め
て
参
加
す
る

施
設
、
過
去
５
年
間
調
査
へ

の
参
加
が
無
い
施
設
は
、
日

本
医
師
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

の
臨
床
検
査
精
度
管
理
調
査

の
サ
イ
ト
（https://www.

jmaqc.jp/

）
か
ら
施
設
登

録
を
行
っ
た
上
で
、
郵
送
さ

れ
る
案
内
に
従
っ
て
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
申
込
受
付
期
間
：
５

月
18
日
（
月
）
午
前
９
時
～

６
月
19
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で

◆
参
加
費
用
：
５
５
０
０
０

円
（
税
込
）
（
試
料
費
、
集

計
費
、
報
告
書
作
成
費
、
送

料
等
が
含
ま
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
振
込
手
数
料
は
各
施
設

で
ご
負
担
願
い
ま
す
）

◆
参
加
費
用
振
込
締
切
日
：

◆
日
時
：
５
月
24
日
（
日
）

午
後
２
時
～
４
時
30
分

◆
場
所
：
日
本
医
師
会
館
大

講
堂

◆
定
員
：
３
０
０
名

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
開
会
（
松
本
吉
郎
会
長
）

・
問
題
提
起　

日
本
医
師
会

医
事
法
関
係
検
討
委
員
会
に

お
け
る
議
論
（
森
本
紀
彦
日

本
医
師
会
医
事
法
関
係
検
討

委
員
会
委
員
長
／
島
根
県
医

師
会
長
）

・
指
定
発
言
（
田
名
毅
沖
縄

県
医
師
会
長
）

・
日
本
救
急
医
学
会
・
日
本

賠
償
科
学
会
合
同
委
員
会
の

提
言
（
森
村
尚
登
日
本
救
急

医
学
会
・
日
本
賠
償
科
学
会

合
同
委
員
会
委
員
長
／
東
洋

大
学
情
報
連
携
学
学
術
実
業

連
携
機
構
特
任
教
授
）

・
法
学
の
立
場
か
ら
（
樋
口

範
雄
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

・
国
民
の
立
場
か
ら
（
隈
本

邦
彦
江
戸
川
大
学
名
誉
教
授
）

・
立
法
の
立
場
か
ら
（
古
川

俊
治
参
議
院
議
員
）

・
総
合
討
論
（
質
疑
）

・
閉
会
（
茂
松
茂
人
副
会
長
）

◆
対
象
：
一
般
・
医
療
関
係

者◆
参
加
費
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
申
込
フ
ォ
ー

ム
か
ら
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
お
申
し
込
み
願
い
ま
す
。

た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、

締
切
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

申込はこちらから

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
医
事
法
・
医
療
安
全
課

〔

03
─

３
９
４
６
─

２
１
２

１
（
代
）
〕

い
わ
ゆ
る「
善
き
サ
マ
リ
ア
人
法
」に

 

つ
い
て
考
え
る
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～「
お
医
者
さ
ん
は
い
ま
せ
ん
か
？
」～
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右記の二次元コードから日本医師会LINE公式アカウントを友だち追
加していただき、解答フォームから、タテのカギ、ヨコのカギを基に枠を
埋めて解明された赤枠に入る文字（Ａ～Ｅの順に並べてできた答え）と
必要事項を入力の上、ご応募願います。
※既に友だち追加されている方は解答フォームに飛びます。

応募締切
2026/
5/31日

応募はこちらから！

抽選で日本医師会公式キャラクターグッズプレゼント ▼

正解者の中から抽選でキーホルダー5名、
ボールペン（2本セット）10名、付箋（縦・横）15名をプレゼントいたします。

ふせん

※クロスワードクイズの解答は本紙第1552号に掲載します。
問い合わせ先：日本医師会広報課　  kouhou@po.med.or.jp

午後11時59分まで

解答欄
1 2 5 8 12 14

16 23

D
21 7

E
17 3 10

18 6 24

A

C

22 26

4 9 15

19 11 13

20 25 27

B

タテのカギ
１	 �健康のことなら何でも相談でき、専門医や専門の医療機関にも�
紹介してくれる医師

２	 �「ミラノ・コルティナオリンピック2026。りくりゅうペアの〇〇メダル
には感動したね」

３	 �東南アジアにあるほほ笑みの国
４	 �「日差しが強くなってきたので、そろそろ出番だね。�
最近は男性も持っているよね」

５	 �「それは大きな〇〇〇だよ」
６	 �通天橋から眺める紅葉が有名な京都の東山にあるお寺
７	 �「今年の○○は午だね」
８	 �高齢者の肺炎の〇〇〇率は、年々増加しています
９	 �エジプトの首都
10	 �世界でも高い評価を受けている、日本の〇〇〇
11	 �にしん〇〇、瓦〇〇
12	 �紙の免許証に代わり、医師であることを証明できます
13	 �「この焼物は珍しくて、〇〇が高いものなんだよ」
14	 �「冬の忘年会に向けて今から練習しておかなきゃ」
15	 �「親の〇〇〇で離職しなければならない人も増えているね」

ヨコのカギ
１	 �そろそろ暑くなってきたので食べたい
４	 �身体全体を覆う最も大きな器官
10	 �地域で地道に働く医師の活動を顕彰する�
「日本医師会　〇〇〇〇大賞」

16	 �「彼はミスが多くて、もはや〇〇〇できないレベルになってるよ」
17	 �甲子園球場の外壁にツルを伸ばす植物
18	 �「冬に向けて〇〇〇のマフラーでも編もうかな」
19	 �日本医学会が主催し、4年ごとに開催される120年以上の�
伝統を持つ学術大会。来年は大阪で行われるよ

20	 �成功の見込みもなく、諦めて手を引くという意味。�
「〇〇を投げる」

21	 �「お医者さんから急性○○○って言われちゃったよ。�
ストレスが原因かなぁ」

22	 �「今日はなんて日だ！ 　〇〇が悪いな」
23	 �「作ってくれてありがとう。あまりにもおいしかったんで、�
一粒残らず〇〇〇〇〇しちゃったよ」

24	 �見かけは立派だが、中身が伴っていないことを指す四字熟語。�
「羊頭〇〇〇」

25	 �王様の耳は〇〇の耳
26	 �種子植物で種子を作るという重要な役割を果たす器官
27	 �子ども達が平安時代の華やかな装飾を身にまとい、�
化粧をして練り歩く行事「お〇〇さん」
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